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１ プロジェクトの概要 

１－１ プロジェクトの背景 

 本プロジェクトは、2009 年 3 月に開始され 2012 年 2 月に終了した。第 1 年次は 2009

年 3 月から 10 月、第 2 年次は 2010 年 1 月から 10 月、第 3 年次は 2010 年 1 月から 9 月

にかけて行われ、その活動と成果は年次業務完了報告書（第 1 年次）、年次業務完了報告書

（第 2 年次）、年次業務完了報告書（第 3 年次）として報告されている。 

 第 4 年次の活動は、2011 年 11 月から 2012 年 2 月にかけて行われた。本業務完了報告書

は、第 1 年次から 3 年次までの活動と成果の要約、4 年次の活動と成果、及びプロジェクト

全体の成果、教訓、提言等について報告するものである。 

 なお、本報告者は、プロジェクトのうち、主としてコンサルタント（プロジェクト専門

家チーム）の活動について報告するものである。すなわち、下記の成果ア）能力開発につ

いては Quang Nam 省のみ（ワークショップ、セミナーは Thua TienHue 省（以下 T.T.Hue

省）も含む）、成果イ）、ウ）については、T. T. Hue 省、Quang Nam 省（コミュニティ防

災については Quang Ngai 省も含む）、成果エ）については主として Ministry of Agriculture 

and Rural Development（以下 MARD）における地方支援のための研修コースについて報

告するものである。 

１－２ 目的とプロジェクトの概要 

本業務はベトナム国、主として中部地域を対象に、コミュニティを中心とした水関連災

害の防災体制を強化することを目標として実施する。この目標を達成するため、コミュニ

ティの災害対応を支える地方行政機関、郡、コミューンの各レベルの防災能力強化を図る

とともに（成果ア）、本プロジェクト対象地域で選定するパイロットサイトにおいて、地方

行政機関と協働でコミュニティ防災事業を実施し、他のコミュニティにも適応可能なコミ

ュニティ防災推進マニュアルを作成する（成果イ）。また、河岸侵食による地域の経済的損

失を軽減することを目的とした小規模・低コスト河岸侵食対策工を試験施工し、それを基

に標準設計および施工マニュアルを作成する（成果ウ）。さらに上記活動や研修・ワークシ

ョップを通じて、本プロジェトにおける成果を他地域に普及させるために、中央政府で防

災行政の中核となる農業農村開発省の地方への防災支援能力強化を行う（成果エ）。 

１－３ 業務の実施手法、体制、技術移転の方法 

 業務対象Provinceの位置を図１－１に、パイロットプロジェクトサイトの位置図を図 1-2

に、本プロジェクト全体の作業フローを図 1-3 に示した。 
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本業務実施に際しては、業務開始後、ベトナム側 C/P と日本側専門家チームとの協議の

結果、プロジェクトのスムーズな遂行と成果を念頭において、4 つのワーキンググループが

結成された。業務実施、技術移転の方法については、各ワーキンググループの JICA 専門家

とカウンターパートが協力して業務を遂行してゆくことで合意した。各ワーキンググルー

プにおける技術移転の方法は、各成果の報告の中で示した。 

- ワーキンググループ 1： 行政の防災能力向上 

- ワーキンググループ 2： 統合洪水管理計画、洪水シミュレーション、 

             ハザードマップ 

- ワーキンググループ 3： コミュニティ防災 

- ワーキンググループ 4： 河岸侵食 
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略語表 

ADB アジア開発銀行 Asian Development Bank

AusAID オーストラリア国際開発庁 Australian Aid

CC 気候変動 Climate Change

CCDM コミュニティ中心防災対策 Community-Centered Disaster Management

CCDM 堤防維持管理中央委員会 Central Committee for Dike Maintenance

CCFSC 風水害対策中央委員会 Central Committee for Flood and Storm

CDGM 援助物資金配布委員会 Committee for Distribution of Goods and Money

CECI カナダ国際研究援助センター Canadian Centre for International Studies and Cooperation

CIDA カナダ国際開発援助庁 The Canadian International Development Agency

C/P カウンターパート Counterpart

DANIDA デンマーク国際開発庁 Danish International Development Agency

DARD 農業農村開発局 Department of Agriculture and Rural Development

DARD(H) 農業農村開発局（フエ） Department of Agriculture and Rural Development　(Hue)

DARD(Q) 農業農村開発局（クアンナム） Department of Agriculture and Rural Development　(QuangNam)

DARD(Qg) 農業農村開発局（クアンガイ） Department of Agriculture and Rural Development　(Quang Ngai)

DCFSC 風水害対策郡委員会 District Committee for Flood and Storm Control

DDMFSC 堤防管理洪水コントロール局 Department of Dyke Management and Flood Control

DDFSC 堤防管理洪水コントロール局 Department of Dyke Management and Flood Control

DMC 防災センター Disaster Management Centre

DMD 防災部 Disaster Management Division

DMP 地方防災計画 Provincial Disaster Management Plan

DOF 財務局 Department of Finance

DOF 漁業局 Department of Fisheries

DONRE 資源・環境局 Department of Resources and Environment

DPI 計画投資局 Department of Planning and Investment

DRM 防災計画 Disaster Risk Management

GDHMS 水文気象総局 General Department of Hydro-Meteorological Services

GIS 地理情報システム Geographic Information System

GoV ベトナム政府 Government of Vietnam

HFA 兵庫行動枠組み Hyogo Framewaork for Action

HMS 水文気象サービス Hydro Meteorological Service

IDA 国際開発アソシエーション International Development Association

IDRM 総合防災 Integrated Disaster Risk Management

IDRMP 総合防災計画 Integrated Disaster Risk Management Plan

IFMP 統合洪水管理計画 Integrated Flood Management Plan

INDRMP 総合災害管理計画 Integrated natural Disaster Respose and Mitigation Plan

JANI 合同ネットワーク支援イニシアチブ Joint Advocacy Networking Initiative

JCC 合同コーディネーション委員会 Joint Coordination Committee

JSFD 日本ファンド Japan Social Development Fund

MARD 農業農村開発省 Ministry of Agriculture and Rural Development

MOET 教育技術省 Ministry of Education and Technology

MONRE 天然資源環境局 Ministry of Natural Resources and Environment

NCSR 国家捜索救助委員会 National Committee for Search and Rescue

NDMP 自然災害軽減パートナーシップ National Disaster Mitigation Partnership

NDRMP 自然災害軽減プロジェクト Natural Disaster Risk Management Project

NZAID ニュージーランド国際援助・開発庁 New Zealand's International Aid & Development Agency

PCFSC 風水害対策地方委員会 Provincial Committee for Flood and Storm Control

PDC パシフィック・ディザスター・センター Pacific Disaster Center

PCU プロジェクトコーディネーションユニット Project Cordination Unit

PET ＪＩＣＡプロジェクト専門家チーム Project Expert Team

PMU プロジェクトマネージメントユニット Project Management Unit

PPC 人民委員会 Provincial Peoples Committee

PSC プロジェクト推進委員会 Project Steering Committee

SCJ セーブ・ザ・チルドレン、ジャパン Save the Children, Japan

SWOT 強さ、弱点、機会、脅威 Strenghts, Weakness, Opportunities and Threats

TANDRM 自然災害技術支援 Technical Assistance for Natural Disaster Risk Management

UNDP 国連開発計画 United Nations Development Programme

VCFSC 風水害対策村落委員会 Village Committee for Flood and Storm Control

VNRC ベトナム赤十字 Vietnam Red Cross

WB 世界銀行 World Bank

WVV ワールドヴィジョン、ベトナム World Vision International in Vietnam

WU 女性連合 Womans Union  
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                            T.T.Hue 省パイロットプロジェクトサイト位置図 

 

  

Quang Nam 省パイロットプロジェクトサイト位置図   Quang Ngai 省パイロットプロジェクトサイト位置図 

図 1-2 パイロットサイト位置図 
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業務実施フローチャート
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作業内容　　　【】括弧内は作業項目番号 報告書

【101】　事前情報収集とインセプションレポートの作成

【102】　インセプションレポートの説明・協議

【103】　プロジェクト実施準備とキックオフ会合の開催

成果（ア）
地方省・郡・コミューンの各レベルの行

政機関において、防災能力が強化され
る

成果（イ）

コミュニティ防災の推進マニュア
ルが作成される

成果（ウ）

河岸侵食対策のための小規模・
低コスト対策工の標準設計と施
工マニュアルが作成される

成果（エ）

中部地域の各地方省をはじめとし
た地方政府に対する中央政府の

防災関連支援能力が強化される

インセプションレポート

1号進捗報告書

1年次業務完了報告書

2号進捗報告書

3号進捗報告書

4号進捗報告書

2年次業務完了報告書

3年次業務完了報告書

5号進捗報告書

6号進捗報告書

プロジェクト事業

完了報告書

【108】【109】

・気候変動の影響を考慮した氾濫
シミュレーションモデルの作成準

備
・統合洪水管理計画の作成準備

【104】【105】【106】【107】

・国家防災戦略アクションプラン策
定支援

・防災担当部署の組織強化
・防災能力ベースライン調査

・省防災体制の強化

【119】　本邦研修の実施

【111】　パイロット・サイトの選定

【110】【112】【113】【114】

・コミュニティレベルの災害対
策調査
・コミュニティ防災活動実施

計画策定と準備
・水関連災害の予警報避難

システム改善

【115】【116】
・河岸侵食対策小規模・低コ

スト対策工のサイト選定と
設計
・既存の河川構造物技術基

準とマニュアルのレビュー

【117】【118】
・中央政府防災機関の防災関

連支援能力ベースライン調査
・既存の研修レビューと新設研

修コースの課題検討

【204】【205】【206】

・気候変動の影響を考慮した氾濫
シミュレーションモデルの作成

・各種ハザードマップの作成
・気候変動の影響を考慮した統合

洪水管理計画の作成

【211】　本邦研修の実施

【209】
・河岸侵食対策小規模・低コ

スト対策工の施工

【207】【208】
・コミュニティ防災活動の実

施
・水関連災害の予警報避難

システム改善（継続）

【201】【202】【203】

・国家防災戦略アクションプランの
実施モニタリング

・防災担当部署の組織強化（継続）
・省防災体制の強化（継続）

【210】
・地方行政機関の防災担当者

向け研修コースの計画と実
施

【306】【307】
・コミュニティ防災活動の実

施と知見の取りまとめ
・コミュニティ防災推進計画

の作成

【310】【311】

・中央政府防災機関の防災関
連支援能力に関する事業効

果調査の実施
・地方行政機関の防災担当者

向け研修コースの計画と実
施（継続）

【308】【309】

・河岸侵食対策の小規模・低
コスト対策工の標準設計、

施工マニュアル作成
・ベトナム国の堤防・護岸等

河川構造物技術基準の改
定案作成

【301】【302】【303】【304】

・国家防災戦略アクションプランの
実施モニタリング（継続）

・防災担当部署の組織強化（継続）
・省防災体制の強化（継続）

【312】　本邦研修の実施

【305】
・気候変動の影響を考慮した統合

洪水管理計画の作成と活用促
進

【404】

・プロジェクト完了セミナーの開
催

【401】【402】【403】
・国家防災戦略アクションプランの

実施モニタリング（継続）
・省防災体制の強化（継続）

・防災担当部署の能力向上評価
（フエ省、クァンナム省）

【405】　プロジェクト事業完了報告書の作成

　『プロジェクト目標』　　プロジェクト対象地域において、コミュニティを中心とする水関連災害への防災体制が強化される

国内準備作業

現地作業

国内作業

現地作業

国内作業

国内作業

現地作業

現地作業

成果品：ハザードマップ3種

成果品：流域統合管理計画

成果品：コミュニティ防災推進

マニュアル
成果品：対策工設計施工

マニュアル

 

図 1-3 作業フローチャート 
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２ プロジェクトの成果、投入、PDM 

２－１ プロジェクトの成果一覧 

 プロジェクトの成果については第 7 章に記載した。ここでは、それらをまとめ表 2-1 成

果一覧表に要約した。 

 

２－２ 実施活動スケジュール 

 実施活動スケジュールについては、図 2-1Plan of Operation に示した。 

 

２－３ 投入実績 

 投入実績については、図 2-2 投入実績に示した。 

 

２－４ 専門家派遣実績 

 コンサルタント派遣実績については図 2-2 に、短期専門家の派遣については、表 2-2 短期

専門家派遣実績に示した。 

 

２－５ 研修員受け入れ実績 

 研修員受け入れ実績については、表 2-3 研修員受け入れ実績に示した。 

 

２－６ 供与機材実績 

 供与機材実績については、表 2-4 供与機材実績に示した。 

 

２－７ 成果品リスト 

 成果品リストについては、表 2-5 成果品リストに示した。 

 

２－８ 現地業務費実績 

 現地業務費実績については、表 2-6 現地業務費実績に示した。 

 

２－９ プロジェクト実施運営上の工夫、教訓 

 プロジェクト実施運営上の工夫、教訓については、第 8 章に示した。 

 

２－１０ PDM の変遷、JCC 開催記録 

 第 1回 JCCミーティングが 2009年 3月 12日に開催され、そこでPDM(0)が合意された。

その後、第 2 回 JCC ミーティングが 2010 年 8 月 26 日に開催され、そこで PDM(1)が合意

された。Appendix -1 に PDM(0)と PDM(1)を示した。 
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２－１１ 収集資料 

 収集した資料の一覧は Appendix-2 に収集資料一覧表として示した。 
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表 2-1 成果一覧表 

PDM アウトプット 成果 

１ 地方政府の防災能

力向上 

� 大規模ワークショップが８回開催され、地方における防災関係者の

防災能力全般が向上した 

� 各種テーマのセミナーにより、地方における防災関係者の防災能力

全般が向上した（気候変動、警報・避難、コミュニティ防災、洪水

管理計画、GPS活用、河岸侵食、ハザードマップ、大規模災害対応、

地震・津波、地域防災計画等） 

� オンザジョブトレーニング、個別訓練により、C/Pの防災能力全般、

特に、洪水シミュレーションと GIS技術が向上した 

� 洪水、河岸侵食、土砂のハザードマップが作成され、その過程にお

けるオンザジョブトレーニングで C/Pの能力が向上した 

� C/Pおよび地方防災責任者が本邦研修に参加することにより、プロジ

ェクト成果のより具体的な定着が図られた 

� 対象県に洪水痕跡プレートが設置され、地方政府職員、住民の能力・

意識向上に役立った 

� T.T.Hue省においては、統合洪水管理計画が策定された。これは

T.T.Hue省 PPCにおいて承認され、公式な防災計画として利用され

ている。Quang Nam省においては洪水シミュレーションに基づく洪

水管理計画の提案が行われた 

 

２ コミュニティ防災

に関する能力向上 

� パイロットプロジェクトを実施する中で、CBDRMファシリテータ

ーが養成された 

� 9か所のパイロットサイトにおいて、CBDRM活動が実施され、すべ

てのサイトでコミュニティレベルの災害対応計画が策定された 

� CBDRMマニュアルが策定された。このマニュアルはMARDの承認

のもとに、レファレンスとして活用される 

� 警報・避難に対する工学的な考え方が導入された 

 

３ 低コスト、小規模河

岸侵食対策 

� ベトナムおよび日本の河岸侵食対策工法をミックスした工法による

パイロットプロジェクトが 2か所において実施され、大きな成功を

収めた。 

� 低コスト、小規模河岸侵食対策ガイドラインが策定された。これは

MARDに承認され、公式なガイドラインとして利用される 

� ベトナム側独自予算で、本プロジェクトの工法に基づく河岸侵食対

策が実施予定である 

� T.T.Hue省における JICA緊急無償援助においても、本プロジェクト

の工法に基づく河岸侵食対策が実施された 

 

４ 中央政府から地方

政府への防災支援 

� 「河岸侵食」「コミュニティ防災」「洪水シミュレーション、防災計

画」の３つのコースが設立された 

� MARD主催による２回の大規模ワークショップ開催、4回の個別セ

ミナー開催により、ベトナム側主体による能力向上支援の体制が整

えられた 
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図 2-1Plan of Operation 
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図 2-2 投入実績 

 

＜1 年次＞ 

2009 MM

Assignment Name Occupation Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov
In Vietnam In Japan

＊ 3/3 4/1 6/3 7/17 8/5 9/3 9/16 10/30
Chief Advisor / Capacity Development NAKAMURA S atoshi ESS 5.00

＊ 6/3 8/1 8/25 10/23
Community Disaster Management Lolita C.  Garcia ESS 4.00

＊ 6/3 8/16
Water Related Disaster Management Plannin IMAI Toshikatsu IDEA 2.50

8/5 9/3
Warning / Evacuation MINEGIS HI Kenji ESS 1.00

8/5 9/3
ARAKI Hideki IDEA 1.00

8/5 9/3
IGO Hodaka ESS 1.00

＊ 3/3 4/1 6/3 7/17 10/1 10/30
River S tructure NOBE Takayuki IDEA 3.50

8/12 9/10
Land Use / City Planning TOMIDA Yukishi ESS 1.00

6/3 7/3 10/1 10/29
Institution / Training KATO Yasuhiko IDEA 2.00

3/3 4/1 6/3 7/4 10/11 10/30
General affairs / Village survey S AS AKI Arata ESS (2.00)

21.00

(2.00)

2009/11/11

1
st

 Fiscal Year
The 1

st
 Fiscal Year

S
tu

d
y

 i
n

 V
ie

tn
am

Hydrology-1

（Flood / erosion hazard map）

Hydrology-2

（Climate / Geo-hazard map）

 

 

＜2 年次＞ 

2009 2010 MM

Assignment Name Occupation Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul

Vietnam Japan

1/23 2/6 3/6 4/17 5/3 6/20 7/29 8/31 9/10 9/23 10/1 10/29

Chief Advisor / Capacity Development NAKAMURA S atoshi ESS 6.00

15(0.5) 43(1.43) 49(1.63) 34(1.13) 14(0.47) 29(0.97)

5/1 6/29 8/10 10/8

Community Disaster Management Lolita C.  Garcia ESS 4.00

(CaFIS) 60(2.0) 60(2.0)

4/1 6/29 8/16 9/14

Water Related Disaster Management Plannin IMAI Toshikatsu IDEA 4.00

90(2.0) 30(1.0)

7/20 9/2

Warning / Evacuation MINEGIS HI Kenji ESS 1.50

45(1.5)

4/18 7/31 8/16 9/22

ARAKI Hideki IDEA 4.50

105(3.5) 38(1.0)

4/1 5/30 7/13 8/5 8/18 9/22

Geo-hazard map / Training 2 IGO Hodaka ESS 4.00

60(2.0) 24(1.25) 36(1.2)

1/23 2/6 3/1 4/7 5/3 6/8 7/5 8/10 9/1 10/8

River S tructure NOBE Takayuki IDEA 5.50

15(0.5) 38(1.27) 37(1.23) 37(1.23) 38(1.26)

4/1 4/30 7/15 8/13 8/25 9/23

Land Use / City Planning TOMIDA Yukishi ESS 3.00

30(1.0) 30(1.0) 30(1.0)

4/1 4/19 7/29 9/7

Training KATO Yasuhiko IDEA 2.00

19(0.63) 41(1.37)

1/23 2/6 5/1 6/14 9/12 9/28

Community Disaster Management 2 S AS AKI Arata ESS 1.50

15(0.5) 45(1.5) 17(0.57)

6/1 6/24

Climate Change KOIKE Katsuyuki IDEA 1.50

24(0.80)

4/1 5/30

Disaster Information ONODERA Jun ESS 2.00

60(120)

5/5 6/3 10/5 11/3

General Affairs SAITO Takashi ESS (2.00)

30(1.0) 30(1.0)

39.50

(2.00)

Hydrology-1

（Flood / erosion hazard map, Climate）

W
o

rk
 a

t 
V

ie
tn

a
m

2010/11/8

Aug Sep Oct Nov 2nd Year
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＜3 年次＞ 
2010 2011 MM

Assignment Name Occupation Dec Jan Feb Mar Apr May Jun Jul

Vietnam Japan

1/16 1/30 3/3 3/17 4/17 5/10 7/17 7/30 8/18 9/14

Chief Advisor / Capacity Development NAKAMURA Satoshi ESS 3.00

5/4 6/17 6/29 7/28 8/30 9/8

Vice Chief advisor / Land Use / City Planning TOMIDA Yukishi ESS 2.50

4/15 5/11 7/6 9/21

Community Disaster Management Lolita C.  Garcia ESS 3.50

(CaFIS)

5/4 8/1

Water Related Disaster Management Planning IMAI Toshikatsu IDEA 3.00

1/16 1/30 5/4 6/17 7/2 7/31 8/20 9/8

River S tructure NOBE Takayuki IDEA 3.00

4/12 4/26 7/3 8/1

Training KATO Yasuhiko IDEA 1.50

2/23 3/24 4/11 7/24

ARAKI Hideki IDEA 4.50

4/17 5/23 6/29 8/20

Geo-hazard map / Training 2 IGO Hodaka ESS 3.00

5/4 6/2 8/17 9/15

General Affairs SAITO Takashi ESS 2.00

Chief Advisor / Capacity Development NAKAMURA Satoshi ESS

△ △

Report R5 R6

CP Training in Japan

2011/8/15

Aug Sep Oct Nov 3rd Year

W
o

rk
 i

n
 J

a
p

a
n

W
o

rk
 a

t 
V

ie
tn

a
m

Hydrology-1

（Flood / erosion hazard map, Climate）

 

 

＜4 年次＞ 

MM

Assignment Name Occupation Nov Dec Jan Feb Mar Apr

Vietnam Japan

12/20 1/18

Chief Advisor / Capacity Development NAKAMURA Satoshi ESS 1.00

Vice Chief advisor / Land Use / City Planning TOMIDA Yukishi ESS

1/3 1/17

Community Disaster Management Lolita C.  Garcia ESS 0.50

(CaFIS)

1/4 1/18

Water Related Disaster Management Planning IMAI Toshikatsu IDEA 0.50

1/4 1/18

River S tructure NOBE Takayuki IDEA 0.50

Training KATO Yasuhiko IDEA

11/15 11/13

ARAKI Hideki IDEA 2.00

12/15 1/23

Geo-hazard map / Training 2 IGO Hodaka ESS 1.33

12/5 1/18

General Affairs SAITO Takashi ESS 1.50

Chief Advisor / Capacity Development NAKAMURA Satoshi ESS 0.23

△

Report F/R

W
o

rk
 i

n
 J

a
p

a
n

May Jun

2011 2012

W
o

rk
 a

t 
V

ie
tn

a
m

Hydrology-1

（Flood / erosion hazard map, Climate）

2011/8/15

July Aug Sep Oct 4th Year
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表 2-2 短期専門家派遣実績 

年次 氏名 専門分野 派遣期間 

1 年次 

尾田 栄章 防災行政 2009 年 7 月 8 日～7 月 12 日 

石渡 幹夫 治水行政 2009 年 6 月 29 日～7 月 12 日 

野呂 智之 土砂災害 2009 年 6 月 28 日～7 月 11 日 

ラジブ・ショウ コミュニティ防災 2009 年 6 月 28 日～7 月 8 日 

松木 洋忠 河岸侵食 2009 年 6 月 20 日～7 月 4 日 

尾田 栄章 防災行政 2009 年 10 月 18 日～10 月 23 日 

石渡 幹夫 治水行政 2009 年 10 月 18 日～10 月 23 日 

小牧 健二 気候変動 2009 年 10 月 18 日～10 月 23 日 

野呂 智之 土砂災害 2009 年 10 月 18 日～10 月 23 日 

松木 洋忠 河岸侵食 2009 年 10 月 14 日～10 月 22 日 

ラジブ・ショウ コミュニティ防災 2009 年 10 月 18 日～10 月 23 日 

2 年次 
松木 洋忠 河岸侵食 2010 年 7 月 25 日～8 月 5 日 

ラジブ・ショウ コミュニティ防災 2010 年 9 月 13 日～9 月 17 日 

3 年次 
鵜木 和博 河岸侵食 2011 年７月２４日～７月３０日 

野口 澄彦 ダム管理 2011 年７月２４日～７月３０日 

4 年次 岡積 敏雄 治水行政 2012 年 1 月 9 日～1 月 15 日 

 

表 2-3 研修員受け入れ実績 

年度 人数 期間 主な研修 

1 年次 6 名 2009 年 11 月 14 日～11 月 26 日 治水の歴史（岐阜） 

河岸侵食日本の伝統工法（岐阜）

土砂災害（広島） 

コミュニティ防災（西条） 

2 年次 12 名 2010 年 6 月 27 日～7 月 9 日 コミュニティ防災（長岡） 

洪水調節（岐阜） 

河岸侵食（岐阜） 

治水の歴史（大阪） 

ダム管理（名張） 

3 年次 12 名 2011 年 8 月 1 日～8 月 10 日 治水の歴史（岐阜） 

河川侵食防止工（岐阜） 

総合洪水管理（大阪） 

統合ダム管理（奈良） 

コミュニティ防災（神戸） 

津波・地震（大阪） 
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表 2-4 供与機材実績 

 ＜T.T.Hue 省＞ 

番号 機材名称 仕様 数量 

1 デスクトップパソコン  1 

2 ノートパソコン 1 

3 洪水シミュレーションソフトウェ
ア 

Mike11+2D Overland flow 2 

4 プロッター Canon IPF710 1 

5 プリンター Cannon iR2022N 1 

6 プロジェクター SONY VPL-EX5 1 

7 ファックス Panasonic KX-FP206 1 

8 GIS ソフトウェア Arc View 9.3
Special Analyst 
3D Analyst 

1 

 

＜Quang Nam 省＞ 

番号 機材名称 仕様 数量 

1 デスクトップパソコン 1 
2 ノートパソコン  1 

3 洪水シミュレーションソフトウェ
ア 

1 

4 プリンター Cannon iR2022N 1 

5 プロジェクター SONY VPL-EX5 1 

6 ファックス Panasonic KX-FP206 1 

7 GIS ソフトウェア Arc View 9.3
Special Analyst 
3D Analyst 

1 
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表 2-5 成果品リスト 

年次 レポート名 部数など 

第 1 年次 
 

インセプションレポート(IC/R) 越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
英文 10 部 
和文 10 部 
レポートの CD-ROM (越文、英文及び和

文)1 枚 

プロジェクト事業進捗報告書 
(第 1 号) 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
和文 5 部 

プロジェクト事業進捗報告書 
(第 2 号) 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
和文 5 部 

年次業務完了報告書（第 1 年次） 越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
英文 10 部 
和文 10 部 
レポートの CD-ROM (越文、英文及び和

文)7 枚（うち先方へ 4 枚） 

第 2 年次 

プロジェクト事業進捗報告書 
(第 3 号) 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
和文 5 部 

Huong 川、Thu Bon 川流域洪水ハザ

ードマップ 
越文 22 部（うち先方へ 20 部) 
英文 22 部（うち先方へ 20 部） 
CD-ROM（越文及び英文） 10 枚（うち

先方へ 8 枚） 

Huogn 川、Thu Bon 川流域河岸侵食

ハザードマップ 
越文 22 部（うち先方へ 20 部) 
英文 22 部（うち先方へ 20 部） 
CD-ROM（越文及び英文） 10 枚（うち

先方へ 8 枚） 

パイロット・サイト所在郡の土砂災害

ハザードマップ 
越文 22 部（うち先方へ 20 部) 
英文 22 部（うち先方へ 20 部） 
CD-ROM（越文及び英文） 10 枚（うち

先方へ 8 枚） 

プロジェクト事業進捗報告書 
(第 4 号) 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
和文 5 部 

年次業務完了報告書 
（第 2 年次） 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
英文 10 部 
和文 10 部 
レポートの CD-ROM (越文、英文及び和

文)7 枚（うち先方へ 4 枚） 

第 3 年次 

プロジェクト事業進捗報告書 
(第 5 号) 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
和文 5 部 

Huong 川、Thu Bon 川流域統合洪水

管理計画 
越文 6 部（うち先方へ 4 部) 
英文 2 部和文 3 部 
CD-ROM（越文、英文及び和文） 3 枚

（うち先方へ 1 枚） 
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コミュニティ防災推進マニュアル 越文 6 部（うち先方へ 4 部) 
英文 2 部 
和文 3 部 
CD-ROM（越文、英文及び和文） 3 枚

（うち先方へ 1 枚） 

河岸侵食対策のための小規模・低コス

ト対策工標準設計、施工マニュアル

越文 6 部（うち先方へ 4 部) 
英文 2 部 
和文 3 部 
CD-ROM（越文、英文及び和文） 3 枚

（うち先方へ 1 枚） 

プロジェクト事業進捗報告書 
(第 6 号) 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
和文 5 部 

年次業務完了報告書 
（第 3 年次） 

越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
英文 10 部 
和文 10 部 
レポートの CD-ROM (越文、英文及び和

文)7 枚（うち先方へ 4 枚） 

第 4 年次 

Huong 川、Thu Bon 川流域統合洪水

管理計画 
越文 22 部（うち先方へ 20 部) 
英文 22 部（うち先方へ 20 部） 
和文 3 部 
CD-ROM（越文、英文及び和文） 10 枚

（うち先方へ 8 枚） 

コミュニティ防災推進マニュアル 越文 22 部（うち先方へ 20 部) 
英文 22 部（うち先方へ 20 部） 
和文 3 部 
CD-ROM（越文、英文及び和文） 10 枚

（うち先方へ 8 枚） 

河岸侵食対策のための小規模・低コス

ト対策工標準設計、施工マニュアル

越文 22 部（うち先方へ 20 部) 
英文 22 部（うち先方へ 20 部） 
和文 3 部 
CD-ROM（越文、英文及び和文） 10 枚

（うち先方へ 8 枚） 

プロジェクト事業完了報告書 越文 22 部(うち先方へ 20 部) 
英文 10 部 
和文 10 部 
レポートの CD-ROM (越文、英文及び和

文)7 枚（うち先方へ 4 枚） 
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表 2-6 現地業務費実績 

１）現地再委託 

年次 内容 金額（USD） 

1 

 

河岸侵食・測量（Quang Nam 省） 10,802 

河岸侵食・測量（T.T.Hue 省） 12,798 

2 
河岸侵食対策工事（Quang Nam 省） 95,836 

河岸侵食対策工事（T.T.Hue 省） 92,857 

3 
国道・鉄道測量 13,240 

DEM データ修正 12,650 

 

２）現地業務費 

年次 内容 金額(USD) 

1 

資料等作成費 5,900 

借料・損料、消耗品 1,000 

雇人費 19,200 

旅費・交通費 19,700 

2 

資料等作成費 4,200 

借料・損料、消耗品 25,500 

雇人費 58,600 

旅費・交通費 26,400 

3 

資料等作成費 4,800 

借料・損料、消耗品 5,300 

雇人費 63,700 

旅費・交通費 14,200 

4 

資料等作成費 900 

借料・損料、消耗品 5,500 

雇人費 11,400 

旅費・交通費 5,700 
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３ プロジェクト全体の効果、行政の防災能力向上 

３－１ プロジェト全体の効果 

 プロジェクトによる能力向上効果を知るための一端として、C/Pおよび関係機関にアンケ

ート調査を行い、22 名から回答を得た。アンケート用紙は Appendix3 に示し、アンケート

の結果は表 3-1 に要約した。 

 このアンケートの結果によると、すべての項目について、プロジェクトによって能力向上

が図られたとベトナム側からは評価されている。また、防災組織・体制についてよりも、

エンジニアリング能力の向上について評価が高く、特に、自然災害全般、コミュニティ防

災、ハザードマップ等の項目について、大きく能力が向上したと回答されている。 

 また、アンケートのコメント記入欄では、ベトナム側からのコメントを表 3-2 に要約した。

プロジェクトの拡大と継続、特に河岸侵食とコミュニティ防災への期待が大きいことがわ

かる。 

 

表 3-1 プロジェクトによる能力向上評価アンケート結果一覧表 

＜アンケート集計結果＞ 

  大きく

改良さ

れた 

改良さ

れた 

かすか

に改良

された

あまり

変わら

ない 

悪化し

た 

わから

ない 

エンジニアリング能力の向上       

 河岸侵食対策 42 58 0 0 0 0 

 コミュニティ防災 68 32 0 0 0 0 

 洪水シミュレーション 54 31 15 0 0 0 

 防災計画 48 52 0 0 0 0 

 自然災害全般 73 27 0 0 0 0 

 ハザードマップ 59 32 9 0 0 0 

組織・体制の向上       

 早期警報 48 52 0 0 0 0 

 避難 42 58 0 0 0 0 

 住民の意識 57 38 5 0 0 0 

 防災体制 25 75 0 0 0 0 

 災害緊急対応 57 37 5 0 0 0 

 構造物対策 52 43 5 0 0 0 

すべての項目について 22名から回答があったわけではないので、標記に注意。例えば、河岸侵食対策については 19名

から回答があり、「大きく改良された」は 8名：42%、「改良された」は 11名：58%となる。 

（単位：％） 
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＜コメント要約＞ 

コメント内容 コメン
ト数 

・プロジェクト全体を拡大・継続してほしい 1 

・河岸侵食対策を拡大・継続してほしい 4 

・地域住民への防災知識普及を拡大・継続してほしい 4 

 

 上記アンケート、最終ワークショップでのベトナム側発言、各所でのインタビューによ

ると本プロジェクトはベトナム側から大きく評価されている。特に、今回評価された点は

「三つのＰ」にあると考えられる。 

 第一のＰは Practical という点である。各種の援助プロジェクトが往々にして机上の議

論・講義にとどまる中、本プロジェクトにおいては確固としたエンジニアリングのバック

グラウンドを背景に、実際に役立つ具体的な技術移転を行ったことが大きく評価されてい

る。例えば、河岸侵食においては、単に設計・計画・講義にとどまらず、パイロットプロ

ジェクトを実施する中で JICA 専門家と C/P が協力してプロジェクトを実施する中で具体

的・実践的な技術移転が可能となった。これらは、コミュニティ防災、洪水シミュレーシ

ョン、ハザードマップ等々の技術移転においても同様である。 

 第二のＰは Planである。今回 T.T.Hue 省においては詳細な洪水シミュレーションモデル

を構築し、それをもとにインパクトアセスメントを実施しつつ、総合洪水管理計画が策定

された。今回の実践的な洪水シミュレーションと GIS が評価されると同時に、こうした技

術ならびにエンジニアリングのバックグラウンドを基礎とした洪水管理計画の策定方法が

ベトナム側から大きく評価された。 

 第三のＰはプロジェクトの成果とは直接関係ないが、Personality、乃至は日・越双方の

関係者の良好な人間関係の構築である。本プロジェクトは、開始当初はプロジェクト承認

の遅れ等により、先方のコミットメントが十分得られず活動の円滑な実施が危ぶまれた局

面もあった。 

 しかしながら、2 年次以降はチーフアドバイザーである長期専門家等が洪水対応オペレー

ション時に寝食を共にして参加したことや、職場の外でも密なコミュニケーションに努め

たこと、C/Pからの疑問に対して真摯に応えたことから、信頼関係ひいては、良好な人間関

係が構築され、プロジェクトの円滑な実施に繋がったと考えられる。 
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３－２ 中央と地方の能力強化に関する活動 

３－２－１ 第１年次～第３年次の活動要約 

１）ワークショップ、研修の開催 

 本プロジェクトにおいては数多くのワークショップ、研修が開催された。そのうち、参

加人数が数十名から百名以上に及ぶ大規模なものとしては以下のものがある。 

a) キックオフワークショップ 

 ：2009 年 7 月、Hanoiおよび T.T.Hue 省、各１回 

b) TOTワークショップ 

 ：2010 年 8 月 Da Nang（2 日間） 

 ：2011 年 7 月 Da Nang（3 日間） 

c) 自然災害対策概要研修 

 ：2010 年 8 月 Quang Nam 省 1回、T. T. Hue 省１回（各 2 日間）  

d)  CBDRM ファシリテーター養成 TOT 研修 

 ： 2010 年 8 月 Quang Nam 省１回、T. T. Hue 省１回（各 2 日間） 

 

 また、主として C/Pおよび関連機関の職員を対象として参加人数が数名から十数名の小規

模セミナーも数多く実施している。その主なものは以下のとおりである。 

・ 気候変動セミナー （Da Nang） 

・  警報･避難セミナー （T.T.Hue 省, Quang Nam 省） 

・  コミュニティ防災セミナー （T.T.Hue 省, Quang Nam 省） 

・  総合洪水管理計画セミナー（T.T.Hue 省, Quang Nam 省） 

・ 氾濫シミュレーションセミナー （T.T.Hue 省, Quang Nam 省） 

・  GPS活用セミナー （T.T.Hue 省, Quang Nam 省） 

・  河岸侵食セミナー （T.T.Hue 省, Quang Nam 省） 

・ ハザードマップ（土砂災害）セミナー （T.T.Hue 省, Quang Nam 省） 

・ 大規模災害対応セミナー（Quang Nam 省） 

・ 地震・津波セミナー (Hanoi, Quang Nam 省, Quang Ngai 省, T.T.Hue 省, Da Nang) 

・ 地域防災計画セミナー（日本の県・市防災計画の紹介）(Quang Nam 省) 

 

２）オンザジョブトレーニング、技術移転 

 プロジェクトを実施してゆく中で、JICA 専門家と C/Pは共同で作業を行い、オンザジョ

ブトレーニングとして技術移転が図られた。その中で、特に洪水シミュレーションと GIS

に関してはベトナム側からの要望が強く、系統だったトレーニングとして技術移転を実施

した。トレーニングの内容と方法に関しては、以下の 4 年次報告の中でまとめて報告する。 
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３－２－２ 第 4 年次の活動 

１）プロジェクト成果報告会（ハノイ） 

 ドナー、NGOおよびベトナム中央省庁を主な対象として、JICAベトナム事務所にて2012

年1月5日14時～16時にプロジェクト成果の報告会を行った。出席者は、AUSAID、WVV、

ADB、SCJ（2 名）、UNDP（2 名）、UNICEF、Red Cross、WB、PDC、Oxfam、MOET、

MARD（3 名）、JICA（5 名）の 21 名であった。 

 報告会では、JICA 専門家のプロジェクト成果説明に引き続き、会場からの質疑応答を行

った。参加者からは、プロジェクトの成果に対して賞賛の声が多かったが「他ドナーとの

活動の重複について留意すべし」「河岸侵食ガイドラインを使用する対象者を明確にすべ

き」「CBDRM マニュアルの位置づけ、利用方法について明確にすべし」という意見もあげ

られた。 

 

２）最終ワークショップの開催 

 最終ワークショップは 2012 年 1 月 12 日～13 日の 2 日間にかけて、Hueおよび Da Nang

で実施された。第 1 日目は、T.T.Hue 省における現地の見学であり、Kim Ngoc における河

岸侵食対策パイロットプロジェクト、Huong Tho Comuneおよび Quang An Commune に

おけるコミュニティ防災の訪問が行われた。第 2 日目は Da Nang におけるワークショップ

であり、午前中は岡積短期専門家による Kye Note Lecture、三浦長期専門家および MARD,

各省からのプロジェクト成果報告が行われ、午後は４つの成果に対する分科会、その後全

体で分科会からの報告とまとめが行われた。ワークショップのプログラムを表 3-2 に示した。 

 最終ワークショップへの参加者は 144 名であり、その内訳はMARD10 名、その他中央省

庁 8 名、プロジェクト C/P 20 名、プロジェクト地方省（省、県、コミューン）54 名、プロ

ジェクト外地方省 30 名、ドナー・NGO10 名、大使館・JICA・専門家 20 名である。 

 最終ワークショップに際しては、いずれの活動もベトナム側からの熱心な協力と質疑応

答があり、盛況のうちに終了した。また、2012 年 1 月 11 日～13 日にかけて、NHKワー

ルドの取材を受けた。この取材結果は、主に「蛇カゴを用いた河岸侵食防止」をテーマに

番組として放映される予定である。 
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表 3-2 最終ワークショップ プログラム 

PROGRAM 
 

 8:30 - 8:50 Opening address, byMr. Nguyễn Xuân Diệu, MARD 
 8:50 - 9:10 Welcome speech, by Mr.SHIMIZU Akira, JICA Vietnam Office 
 9:10 - 9:40 Keynote speech, by Mr.OKADUMI Toshio, ICHARM 
 9:40 - 10:00 Coffee break 
10:00 - 10:20 Outline of the project, by Mr. MIURA Hirohisa, JICA expert 
10:20 – 10:40       Assessment and effectiveness of the project,  

     by Mr. Nguyễn Hữu Phúc, MARD 
10:40 - 11:00 Output in T.T. Hue Province, by PMU T.T.Hue 
11:00 - 11:20 Output in Quang Nam Province, by PMU Quang Nam 
11:20 - 11:30 Output in Quang Ngai Province, by PMU Quang Ngai 
11:30 - 11:40 Explanation of Sectional meetings 
11:40 - 13:10        (Lunch) 
13:10 – 14:40 Sectional Meetings 

1. Overall project and capacity development 
2. River bank protection 
3. Flood simulation and IFMP 
4. Community Disaster Management 

14:40 – 15:10 Coffee Break 
15:10 – 15:50 Presentation from each section 
15:50 – 16:10 Conclusion of the project, by Mr. MIURA Hirohisa 
16:10 – 16:20 Closing Remarks, Mr. Nguyễn Xuân Diệu, by MARD 

 

 

 

Kim Ngoc 河岸侵食サイト見学 ダナンワークショップ 

 

３）洪水シミュレーション技術移転 

（１）第 1~3 年次の技術移転 

 T.T.Hue 省においては、第 1~3 年次に、C/Pとの協働による氾濫シミュレーション･モデ

ルの構築およびシミュレーションの実施を通して技術移転を実施した。また、特に重要な

項目については、テーマを決めて半日程度の Mini Trainingを実施した。 

 Quang Nam 省においては、Thu Bon 川流域の氾濫シミュレーション･モデルに関して、

世銀モデルの利用を前提としたことから、モデル構築にかかわる OJTは実施されていない。

しかし、世銀プロジェクトの一環として、氾濫シミュレーション･モデル構築に関する 2011
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年に 1 ヶ月の研修が実施された。この研修の結果、担当 C/P のモデル構築に関する能力向

上が図られた。 

 世銀モデルを利用した氾濫シミュレーションの実施と結果の整理において、C/Pとの協働

による OJTを実施した。特に重要な項目については、テーマを設定した Mini Trainingと

して集中的な OJTを実施した。 

 また、Quang Nam 省 DARD の要請により、技術セミナー「Flood Hazard Map 

Considering Climate Change Impact」を 2011 年 7 月 8 日に実施した。 

 

（２）第 4 年次：氾濫シミュレーションの活動と成果 

＜Thu Bon 川流域氾濫シミュレーション技術移転＞ 

Thu Bon 川流域氾濫シミュレーションモデルの構築技術の向上を目的に、高速道路事業

計画を考慮した氾濫シミュレーションモデルの再構築をケーススタディとしてトレーニン

グ実施した。 

トレーニングは、JICA 専門家の指導の下、担当 C/P自らが既存の世銀モデルに対しての

修正・変更を行う実習方式の OJT を基本として、主に以下の項目についての約 40 日間の

トレーニングを実施した。 

� オリエンテーション：トレーニング概要の説明、スケジュール調整 

� 利用ソフトウェアのインストール：作業用 PC へ、MIKE Floodおよび ArcGISをイ

ンストールする。 

� 追加収集資料の整理 1：高速道路プロジェクトより提供された 2009 年洪水水文資料

（雨量、水位、流量）をモデル入力形式に再整理する。 

� 追加収集資料の整理 2：高速道路プロジェクトより提供された詳細地形データを 2 次

元メッシュモデルの修正に利用できるよう GIS データに変換する。 

� 追加収集資料の整理 3：高速道路プロジェクトより提供された高速道路を横断する排

水構造物（橋梁、道路・水路カルバート等）諸元をもとに、モデル入力条件を整理

する。 

� ArcGISを用いた小流域分割のための準備：ASTER GDEM 入手方法を習得する。入

手された DEMを用いて、ラスターデータの変換手順（モザイク合成、測地系変換、

セルサイズ変更）を習得する。 

� ArcGISを用いた小流域分割：ArcGIS の Arc Hydroツールを用いて、流出計算モデ

ルの入力条件となる分割小流域の流域面積を整理する。さらに、世銀モデルの流域

条件と新規追加小流域の位置づけを確認する。 

� 1 次元河道モデル線形の修正：(1) MIKE11 から ArcGIS へデータを変換する。(2) 

ArcGISを用いて世銀モデルの 1 次元河道線形を微調整する。(3) 修正後の GIS デー

タを 1 次元河道モデル（MIKE11）に再変換する。 

� 2 次元メッシュモデルの調整 1：既存 2 次元メッシュモデルを修正し、1 次元河道範
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囲を 2 次元メッシュモデルから除外する（モデル構造変更）。 

� 2 次元メッシュモデルの調整 2：修正済 2 次元モデルを用いて、高速道路を考慮した

2 次元メッシュモデルを作成する。 

� 氾濫シミュレーションの実施：氾濫シミュレーションを実施するために必要な入力

条件を再確認し、シミュレーションを実施する。 

� 氾濫シミュレーション結果の整理：MIKE Floodを利用して、最大氾濫水深、最大氾

濫水位を抽出する。これらの結果を GISで利用できるデータに変換し、GISを利用

した氾濫図を作成する。 

なお、特に C/P の関心が高かった事項については、その都度スケジュールを再調整して

十分なトレーニング時間が確保できるように配慮した。 

 

氾濫シミュレーションモデルの構築トレーニングの成果として得られた、修正版の 2 次

元メッシュモデルのイメージを図 3-1 に示す。 

 

修正前：世銀モデル 修正後：トレーニング成果モデル 

図 3-1 2 次元モデル修正成果 

 

-24-



 

Quang Nam 省における氾濫シミュレーション技術移転 OJT風景 

 

＜Huong 川流域氾濫シミュレーション技術移転＞ 

Huong 川流域氾濫シミュレーションモデルの利用技術の向上を目的に、T.T.Hue 省担当

C/Pからの要望があった「予測雨量とダム操作に応じた氾濫状況の把握」のための氾濫シミ

ュレーションモデルの活用を中心に約 20 日間のトレーニングを実施した。 

T.T.Hue 省のトレーニングでは、これまでの本プロジェクト活動を通じて氾濫シミュレー

ションモデル構築の基礎を習得した C/P に加え、新たに T.T.Hue 省 DARD の若手技術者と

T.T.Hue 省 DOC（Department of Construction）からの技術者が参加することになった。

このため、トレーニング内容は、午前を基礎編、午後を応用編としてスケジュールを調整

した。 

トレーニングは、JICA 専門家の指導の下、トレーニング参加者自らが PCを操作して氾

濫シミュレーションモデルを扱う実習方式を基本とし、主に以下の項目についてのトレー

ニングを実施した。 

� オリエンテーション：トレーニング概要の説明、スケジュール調整 

� 利用ソフトウェアのインストール：作業用 PC へ、MIKE Floodおよび ArcGISをイ

ンストールする。 
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基礎トレーニング 

� モデル構成要素の確認：既存モデルを用いて、シミュレーションに必要な入力デー

タを確認し、シミュレーションを実施する。 

� GIS 成果の利用：統合洪水管理計画図面集に収録された GIS データを用いて、利用

可能な GIS情報を確認する。 

� ArcGISを用いた基礎解析：既存 GISを利用して、任意地点の標高、最大氾濫水深、

最大氾濫水位を確認する。また、DEM データを利用し、任意位置の横断図を作成し

表計算ファイル形式に変換する。 

 

応用トレーニング 

� 既存モデル入力条件の確認：統合洪水管理計画の検討に利用した既存モデルをレビ

ューし、検討ケースごとの入力条件の違いを確認する。 

� 新規データの追加入力：新たな入力条件（雨量記録、ダム放流量記録）をモデルに

新規入力し、シミュレーションを実施する。 

� ダム操作シナリオの検討：担当 C/P と技術検討会議を実施し、想定されるダム操作

シナリオ、必要な追加データ、追加検討を抽出する。 

� 追加情報の準備（予測雨量）：日雨量として提供される予測雨量をモデル入力用の時

間雨量に変換する。 

� 修正 Thu Bon 川流域氾濫シミュレーション構築時のエラー対応：Thu Bon 川流域氾

濫シミュレーションの再構築時に遭遇したエラーの状況とその対処法を C/P と共有

し、対処法としての 2 次元メッシュモデルの再調整を習得する。 

なお、特に C/P の関心が高かった事項については、その都度スケジュールを再調整して

十分なトレーニング時間が確保できるように配慮した。 

 

T.T.Hue 省における氾濫シミュレーション技術移転 OJT風景 
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（３）Da Nanag－Quang Ngai高速道路プロジェクトとの連携＞ 

本活動期間中、Thu Bon 川流域氾濫シミュレーションモデルの修正・変更に関わる以下

の追加資料が高速道路プロジェクトより提供された。 

� 2009 年水文資料記録（時間雨量、時間水位、時間流量） 

� 高速道路計画路線沿い詳細地形測量結果 

� 高速道路計画路線沿い実績浸水位調査結果 

� 高速道路計画に伴う新規の橋梁、道路・水路カルバート等の計画構造物諸元 

上記の追加資料を基に、JICA 洪水氾濫シミュレーション専門家の技術的な助言の下、高

速道路プロジェクトとの協働で以下の検討が実施された。 

� 高速道路沿線氾濫シミュレーション用モデルの構築（Northern model および

Southern model） 

� 2009 年洪水における氾濫シミュレーションモデルの同定 

� 洪水氾濫リスク範囲の抽出 

� 事業実施伴う洪水氾濫状況の変化（2009 年洪水、1%洪水、5%洪水） 

� 事業実施による洪水氾濫リスクの変化（2009 年洪水、1%洪水、5%洪水） 

モデル構築の一例として、2次元モデルの概要および 2009年洪水同定結果の概要を図 3-2

～3-3 に示す。また、シミュレーション結果の一例を図 3-4 に示す。 

 

Northern model Southern model 

図 3-2 修正 2 次元メッシュモデル 
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図 3-3 2009 年洪水同定結果（時間水位） 

 

図 3-4 1%洪水氾濫シミュレーション結果（Southern model） 

 

高速道路プロジェクト事務所での協働作業中、T.T.Hue 省の氾濫シミュレーションモデル

担当 C/P がトレーニングの一環として高速道路プロジェクト事務所を訪問する機会が得ら

れた。C/P にとっては、シミュレーションモデルが活用される現場を目の当たりにする絶好

の機会ともなった。 
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４）GIS技術移転 

＜第 1 年次~3 年次の技術移転＞ 

 GIS に関する技術移転は、2011 年 8 月以降を中心に、データベースの構築を通じて実施

した。本技術移転の目的と実施内容について表 3-3 に示す。 

表 3-3 GIS トレーニングの項目と内容（第 3 年次～4 年次） 
目的 トレーニング実施内容 期間 

Arc GIS における空間解析 

Arc GIS におけるラスタデータの適用
<準備> 
- ASTER-GDEM の変換 
-ラスタデータ、フィーチャの切り取り, 
-DEM Hillshade 作成 
<リスクエリアの抽出> 
-氾濫結果の再分類 
-ラスタデータのポリゴンへの変換 
-リスクエリアの抽出 

2011/8/8~ 
2011/8/13 

Arc GIS データの更新 

情報の更新
- 新規レイヤの作成 
- レイヤの編集 
- 属性テーブルの編集 

2011/8/8~ 
2011/8/13 

Arc GIS 属性テーブル 

情報の更新
- 再分類 
- 属性テーブルの基本操作 
- 氾濫域における住宅戸数の計測 

2011/8/18~ 
2011/8/19 

Arc GIS 基本操作のトレーニ
ング 

テーマ 洪水氾濫解析結果の表示
テーマ 任意の洪水範囲のポリゴン作成 
追加項目 1GPS データの取り込み（T.T.Hue のみ） 

座標系の変換（WGS84 から VN2000） 
追加項目 2 レイアウトと出力（T.T.Hue のみ） 

プリンタのセットアップ 
記号、方位、縮尺、凡例の挿入 
地図のレイアウト印刷 

2011/12/19~
2012/12/30 
(Quang Nam) 
2012/1/3~ 
2012/1/20 
（T.T.Hue） 

MIKE シリーズ計算結果の 
ArcGIS への変換トレーニン
グ 

テーマ MIKE シリーズ計算結果の表示
 

2011/12/19~
2012/12/30 
(Quang Nam) 
2012/1/3~ 
2012/1/20 
（T.T.Hue） 

ArcGIS 空間解析トレーニン
グ 

テーマ 氾濫エリアに重なる点、ライン、ポリゴン 
    の抽出 
テーマ 氾濫エリアに重なるポリゴンの数を数える 
テーマ ラスタの加工 

 

2011/12/19~
2012/12/30 
(Quang Nam) 
2012/1/3~ 
2012/1/20 
（T.T.Hue） 

データベース更新トレーニ
ング 

テーマ ArcGIS のデータベースとしての利用 2011/12/19~
2012/12/30 
(Quang Nam) 
2012/1/3~ 
2012/1/20 
（T.T.Hue） 

＜第 4 年次：GIS 実践トレーニングの活動と成果＞ 

 GIS 実践トレーニングは、上記の実施期間内に短時間で複数回実施した。雨季であるこ

とから、カウンターパート全員が長時間同時に集合することが困難であったため、テーマ

ごとに区分されたコース（約 1時間半程度の実践）をほぼ毎日実施し(写真参照)、希望に応

じて欠席者に対して同じコースを再度実施した。 
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GIS 実践トレーニング状況(Quang Ngam) GIS 実践トレーニングの状況（T.T.Hue） 

 

 本トレーニングコースは、トレーニングマテリアルとして各コースに操作ガイドを作成

して実施した。GIS の機能は多岐にわたるため、目的を明確にして操作を行わないと操作

者の記憶に残らない恐れがある。従って、操作ガイドを使って実践トレーニングをするこ

とで、今後も繰り返し作業を行うことが可能である。また、受講者は本トレーニングマテ

リアルを利用し指導者となることで、知識を広げることができる。操作ガイドの記載例を

図 3-5 に示す。なお、GIS操作ガイドは T.T.Hue 省および Quang Nam 省の双方に別々の

ものを作成したが、このうち T.T.Hue 省で使用した GIS操作ガイドを Appendix 4 に示し

た。 
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図 3-5 操作ガイド記載例 
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４ 総合洪水管理計画 

４－１ 第 1 年次～第 3 年次の活動と成果要約 

 第 1 年次から 2 年次においては、資料収集、現地踏査、関係者・関係機関との意見聴取・

議論、ハザードマップ作成（浸水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップ、河岸侵食ハ

ザードマップ）、統合洪水管理計画策定への方針策定、インパクトアセスメントを実施する

ための洪水シミュレーションモデルの作成が行われた。 

 その結果、統合洪水管理計画は以下の内容・方針で策定することが決められた。 

 

（１）統合自然災害管理計画（世銀）と統合洪水管理計画（JICA）との整合性 

世銀実施の統合自然災害管理計画は T.T.Hue 省、Quang Nam 省で発生する自然災害全

般を扱っており、洪水、暴風雨、干ばつ等が主要災害と位置付けられている。この計画に

は 2020 年までに実施すべき構造物、非構造物対策の実施年度と、予算、優先度、実施責任

機関が明示されている。 

一方、本件プロジェクトで策定するのは、2020 年を目標年次とする、Huong 川流域と

Vu Gia/Thu- Bon 川流域の統合洪水管理計画の策定であり、世銀計画に比べて、範囲が流

域に限定されており、災害の種別も洪水のみに限定している。最大の違いは本件モデルが

将来の気候変動を考慮して計画策定されることである。 

従って、本件での計画策定では、世銀計画の内容との整合を図りつつ、気候変動による

変化を考慮した計画内容とする。 

（２）統合洪水管理計画で検討すべき項目 

a) 気候変動を考慮した洪水氾濫シミュレーション 

 2010 年 9 月時点での流域の状況を反映した洪水氾濫シミュレーションモデルを作成し、

50 年、100 年後の気候変動による降雨と海水面上昇を考慮した洪水氾濫シミュレーション

を行い、氾濫範囲の拡大、氾濫水位の増大を確認する。  

 

b) 2020 年目途とした優先プロジェクトの選定。 

 インパクトアセスメントで検討するのは以下の項目である。これらの結果に基づいて、

2020 年を目標年次とした社会経済開発計画、土地利用計画、都市計画等の主要開発計画の

一部見直しを行う。 

 

c) 構造物対策の効果判定 

� ダムの洪水抑制効果（ダムオペレーション） 

� 海岸堤防効果 
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� 森林保全効果 

� 河道の拡幅/浚渫効果 

� その他の構造物対策効果 

 

d) 現状の防災力の評価 

� 洪水氾濫源にある水田の遊水池効果（下流の洪水を抑制する、又は緩和する効果） 

� 現在の国道、鉄道の堤防としての効果 

� ラグーンの洪水緩和効果 

� Hue市都市排水事業の氾濫低減効果 

e) 考慮すべき視点 

� 貧困削減 

� 社会経済発展プラン 2020 年 

� 土地利用計画 2020 年 

� 観光促進 

� 世界文化遺産保護 

� 統合水利用計画 

� 農業生産物 

� 漁業および水生生物 

� 交通政策、交通基盤 

� 森林保護 

� 行政機構 

� 防衛 

� 教育、学校防災教育 

� 公衆衛生、健康 

� コミュニティの変化 

� その他 

 

3年次においては、T.T.Hue省において各関係省庁代表者からなる策定チームが設立され、

氾濫シミュレーション、現地追加調査他をもとに、気候変動を考慮した総合洪水管理計画

（Integrated Flood Management Plan : IFMP)が策定された。また、Quang Nam 省にお

いては、世銀シミュレーションの実施が遅れたものの、気候変動を考慮した氾濫シミュレ

ーションが本プロジェクトで実施され、それをもとに2020年計画に対する提案書が策定さ

れた。これらの計画書、提案書は、別途成果品として提出されている。 

総合洪水管理計画策定に際しては、まず、T.T.Hue 省、Quang Nam 省の現在実施中の

統合自然災害管理計画 2020 年(T.T.Hue 省：IDRMP、Quang Nam 省：INDRMP)のモニ

タリングと評価を C/Pと共に行った。T.T.Hue 省については、気候変動を考慮した Huong
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川流域の統合洪水管理計画 2020 年(IFMP)を策定するために、都市計画や土地利用計画等

の開発計画のレビューを行い、計画策定を行う上での問題点の整理を行った。また、

IFMP 策定の作業チームである T.T.Hue 省 IFMP 策定チームの設立とその運営支援を行っ

た。Quang Nam 省については、モニタリング結果と気候変動を考慮した洪水ハザードマ

ップに基づいて、今後 Quang Nam 省が統合自然災害管理計画を確実に実施していく上で

の提言レポートを C/Pと共同で作成した。 

T.T.Hue 省においては、IFMP 策定作業の支援、特に IFMP 策定チームの運営支援と計

画の策定を中心に行った。治水・砂防計画専門家、水文Ⅰ（洪水・河岸侵食ハザードマッ

プ）専門家によるインパクトアセスメントと気候変動を考慮した洪水ハザードマップの作

成が完了し、その結果に基づいて、現行の社会開発計画の見直しを行うとともに、IFMP

の計画内容の策定を支援した。 

活動の成果は、T.T.Hue 省においては「Huong 川流域統合洪水管理計画 2020 年(IFMP)」、

Quang Nam 省においては「Quang Nam 省統合自然災害管理計画 2020 年(INDRMP)に関

する提言レポート」であり、別冊として別途提出した。 

 

 統合洪水管理計画策定のために、気候変動を考慮した洪水シミュレーションによるイン

パクトアセスメントが実施され、ベトナム側からは大きく評価された。インパクトアセス

メントのためのシミュレーション条件は以下のように要約される。 

 

a) 気候変動シナリオの設定 

気候変動シナリオ（降雨量、海水面上昇）は、IFMP 会議での合意の下、以下の条件を設

定した。 

表 4-1 気候変動シナリオ 

対象年 2020 年 2050 年 2100 年 

雨量増加率 1.5 %増 4.0％増 7.7％増 

海水面上昇 12cm上昇 30cm上昇 75cm上昇 

b) インパクト･アセスメント条件の設定 

洪水対策のインパクト･アセスメント評価として、以下のモデル条件を設定した。 

� ダム洪水調節 Huong Dien Dam: 0,30,50,70, 90,100,150,200MCM 

Binh Dien Dam: 0, 70MCM 

Ta Trach Dam: 0, 390MCM 

� 道路・鉄道排水カルバート拡張 現況、最大拡張（排水阻害なし） 

� 森林保水機能回復 Rich Forest カバー率：60% in 2020, 75% in2050, 

100% in 2100 

� 遊水池保全 現況保全、遊水池開発（市街化） 

-34-



 

洪水シミュレーションによる浸水予測図およびインパクトアセスメントの結果例を図 4-1,2

に示す 

 

Case-1 

2009 年洪水 

Case-2 

1999 年洪水 

Case-7 

50 年後の 2009 年型洪水 

Case-8 

50 年後の 1999 年型洪水 

Case-9 

 

100 年後の 2009 年型洪水 

Case-10 

100 年後の 1999 年型洪水 

 

図 4-1 気候変動を考慮した Huong 川流域の氾濫シミュレーション結果例 
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図 4-2 インパクトアセスメントの結果例 

 

４－２ 第 4 年次の活動と成果 

  4 年次においては、統合洪水管理計画担当の専門家のアサイメントは 15 日間であり、

その間、以下の活動を行った。 

� 関連機関を訪問し、プロジェクト成果の確認と意見の交換 

� ベトナム側の統合洪水管理計画への取り組み状況確認 

� ワークショップ、報告会でのプロジェクト成果の報告と司会 

 

 上記のワークショップならびに各所での面談の結果、ベトナム側の本プロジェクトな

らびに統合洪水管理計画に対する意見、計画の進捗状況等をまとめると以下のとおりで

ある。 

 

１）統合洪水管理計画、シミュレーションに対するベトナム側意見 

a) エンジニアリングとインパクトアセスメントを背景とした統合洪水管理計画は非常に有

用である。 

b) 時間の制約により、インパクトアセスメントのケース数は少なかった。今後、ベトナム

側 C/P がモデル・条件を変えて洪水シミュレーションを実施してゆくべきであるし、そ

のための訓練も受けた。 

c) ただ、洪水シミュレーションを十分に活用するには、もっと時間をかけた訓練が必要で
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ある。フェーズ２でのシミュレーション技術訓練継続を望みたい。 

d) 洪水管理計画が一層の精度をもつために、ダム管理計画が策定されねばならない。これ

は非常に重要で、緊急を要する。 

 

２）T.T.Hue 省における統合洪水管理計画承認、実施の状況 

a) 策定された統合洪水管理計画は、2012 年 1 月 5 日に T.T.Hue 省人民委員会の承認を受け

た。今後、T.T.Hue 省における防災（洪水）に係る事項は、この計画をもとに実施されて

ゆく。 

b) 緊急に整備する必要があるとして提案されていた Huong 川の水文観測施設整備は、

T.T.Hue 省人民委員会から中央政府に予算申請をした。ただ、その結果は、今のところ不

明である。 

 

３）Quang Nam 省における洪水管理計画に関する提言、実施の状況 

a) 災害管理センターの設立 

 5 年以内に設立される可能性がある。しかし、これは、政府の法律がMARD により準備

されることが必要であり、法律案が準備されている段階である。 

 

b) PPC の強力な指導による災害管理のための適正な予算の確保 

 現在災害管理のための予算は非常に不足している。これは、省レベルでは予算の半分は、

水文データの確保のために使用されているが、地区レベルではなにもない。残りは、災害

時の緊急援助のための予算であり、適切な災害管理のための予算ではない。 

 

c) 関連機関の協力のもとでの適切な非構造物対策と構造物対策の実施 

 これには、ベトナム側は深く同意しており、今回プロジェクトを契機に協力を進めたい

とのことである。 

 

d) 気候変動を考慮した洪水ハザードマップによる省社会/経済開発計画の見直し 

 灌漑部から DARD に対して提言中の段階である。 

 

e) 災害早期予警報ネットワークの構築 

 現在のところ、上記ネットワークは構築されていない。コミューンレベルで、雨量を観

測し、一定雨量に達したら、地滑りの警報、洪水の警報を出す等、自分たちレベルで、自

分達を守れるよう、進めている段階である。 

 

f) CBDRMを学校教育で行う 

 州レベルであるが、条例 No.1002 により、学校教育に防災教育を取り入れることが決定
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されているが、予算不足のために、まだ実施にはいたっていない。 

 

g) 河畔沿い海岸沿いの森林化の促進 

 重要であるとの認識はある。しかし省の北部では、観光業が進んでおり、2003 年から 2004

年にかけて森林プロジェクトがあったが、その後に観光プロジェクトがあり、一部の森林

が伐採されてしまい、遅々として対策は進まない状況である 

 

h) 多目的ダム統合管理システムの樹立 

 現在 10 の発電ダムがあるが、2015 年までにさらに 8 箇所の発電ダムの建設が計画され

ている。これらは、下流に多大な影響をもつため、統合管理システムは非常に重要だと認

識されている。現在の所、3 ダムで協力関係が存在しているが、手続き上色々問題がある。

また、利害関係者間の利害の対立があり、難しい点が多い。 

 

i) Vu Gia-Thu Bon 川流域の平地部での排水計画の樹立と洪水排除水路の確保 

 各セクターでそれぞれの開発計画があり、それぞれは連携していない。州レベルでの連

携が必要である。 

 

j) 深刻な浸水地域での住宅の基礎かさあげとコミュニティ避難センターの建設 

 現在、3カ所の避難センターの建設が進行中である。基礎のかさ上げに関しては、州政府

の計画がある。 

 

k) 移転地域の建設、河岸侵食地域の人々の移転の促進 

 地滑りならびに深刻な洪水氾濫地域の人々10,000 人を対象に進行中である。これは、51

カ所の地域を対象としているが、予算不足のため、思うように進行していない。 

 

l) 州レベルからコミューンレベルまでの関係者のトレーニング 

 重要であるとの認識はあるが、日常業務に時間をとられ手が回らない状況である。 

 

m) 耐洪水道路網の建設 

 緊急に必要とされているが、予算不足のために実施が開始されていない。しかし、道路

のかさ上げの際には、カルバートを建設すること等が、考慮されている。 

 

n) 小規模河岸侵食対策活動 

 一カ所の河岸侵食対策工事が実施されたが、将来的には、可能な時にはこれを実施する

計画としている。 
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o ) 河口部ならびに海岸侵食対策工事 

 現在、15カ所、延長 70km の侵食部分が存在している。しかし、非常に費用がかさむの

で、実施が困難であり、工事のめどは立っていない。 

 

p) 塩水遡上対策工事と改良工事 

 クアンアンムには延長 215 km の塩水侵入対策堤防があるが、これは、1990 年に FAO

のプロジェクトにより建設されたものである。しかし、これらは、かなり劣化しており、

改良の必要性は認識されているが、予算不足により目処がたっていない。 

 

q) 灌漑水路とコミュニティ道路の固化 

 全体で 3000km のうち、800kmが終了している。予算が確保できしだい、順次実施して

ゆく。 
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５ コミュニティ防災 

５－１ 第 1 年次～第 3 年次の活動と成果要約 

 第 1 年次においてはベトナムのコミュニティ防災の現状を把握するとともに、CBDRM

パイロットサイトの選定を行った。パイロットサイトの選定に際しては以下の基準を示し、

カウンターパートとともに現地踏査、聞き込みを行い決定した。 

� 自然災害履歴 

� コミュニティの災害危険性 

� CBDRM活動実施に対する地方 PPC の熱意 

� CBDRM活動実施に対するコミュニティの熱意 

� サイトへのアクセス 

� コミュニティにおける CBDRM 実施の主体となる組織の存在 

� 過去に他ドナー等による CBDRM活動がないこと 

� 河岸侵食パイロットサイトとの調和 

� C/P 機関による推薦 

以上の結果、選定されたパイロットサイトを表 5-1 に示す。 

 

表 5-1 CBDRM パイロットプロジェクトサイト 

T.T. Hue 省 Quang Nam 省 Quang Ngai 省 

Kim Ngoc Ward in Huong 

Tho Commune 

Thanh Xuyen Ward in 

Duy Thu Commune 

Phuoc Loc Ward in Duc Phu 

Commune 

La Khe Bai Ward in 

Huong Tho Commune 

Trung Ha Ward in Cam 

Kim Commune 

Group 12 of Chau Tu Ward in 

Binh Nguyen Commune 

Luu Hien Hoa in Phong 

My Commune 

Ward # 3 in Tien Loc 

Commune 

 

Com Bai Group in An 

Xuan Ward of Quang An 

Commune 

  

 

 第2年次においては選定された9カ所のパイロットサイトに対し、以下の活動を実施した。 

a) 9カ所のパイロットサイトにおいて CBDRM アプローチによる洪水対応計画策定 

� ワークショップ資料の準備、ベトナム語への翻訳 

� 対象村落におけるワークショップの実施 

� 参加型アプローチによる計画策定 

b) 洪水対応計画の見直しと計画実施の訓練のため、役割演習（Role-play）の実施、役

割演習は、各村落のそれぞれの持ち場で実施。 
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 各パイロットサイトにおいて、6 日間の対応計画策定ワークショップが実施された。ワー

クショップの概要を表 5-2 に示す。 

表 5-2 ワークショップ概要 

参加者の構成 � ward（村）レベルでの風水害委員会（CCFSC）メンバ
ー 

� コミューン議長またはコミューン風水害委員会委員長 
� 女性連合代表 
� 青年連合代表 
� 高齢者組織の代表 
� 農民連合または漁民連合のメンバー 
� パイロット村で活躍する、その他の組織の代表 

参加者人数 20－25 名の参加者のうち、90％はパイロット村からの参加
者であった。残りの 10％はコミューンまたは郡からの参加
者であった。 

ワークショップ会場 公民館、学校の部屋、またはコミューン役場 

ファシリテーター Quang Ngai 省： DARD職員の中から任命された自然災害
管理・軽減センター（CMMND）スタッフ（TF-3 担当 CP
スタッフ）（2 名） 
Quang Nam 省：DARD の TF-3担当 CP スタッフ（1 名）
T.T.Hue 省：DARD の TF-3担当 CP スタッフ（2 名） 

 

 

上記の活動に引き続き、第 3 年次には以下の活動が行われた： 

� 洪水防災計画の見直しと改定－2010 年に行われた避難訓練では、それぞれのコミュ

ーンの洪水防災委員会の人員の役割が確認された。また、避難の手順や警報を発令

する際のコミュニケーション手段等も確認された。 

� 活動計画－コミュニティ防災活動の最終段階で、洪水対策計画の実施を支援するの

に必要な活動を明らかにする。 

� コミュニティ防災推進マニュアルの作成 

� パイロットサイトでのコミュニティ防災のインパクトを確認するための最終調査 

下表に活動内容と各活動の成果を示す。 
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表 5-3 コミュニティ防災の活動内容と成果 

コミュニティ防災活動内容 結果

洪水対策計画の見直しと改定

見直し時に検討または考慮する事項：
� 避難訓練の結果 

� 道路の建設や、洪水対策としての道路のかさ上
げ、ダムの補修や建設等、新たに取られた対策

� 村の風水害対策チームの再編成 

� 新たな避難所の建設 

� 洪水ハザードマップが更新され、パイロット

サイト内の状況変化に基づき、リスク再分析

がなされた。 

� 避難訓練や新設の避難場所を考慮した避難手

順の最終版作成 

活動計画策定

活動計画の検討事項 
� パイロットコミューン内の他村でのコミュニテ

ィ防災活動の拡大 

� パイロット村でのコミュニティ防災活動の継続

� 洪水対策チームの機能向上のための能力開発 

� 2009年 7月制定の決議 1002/QD/TTG実施のた
めの、省のコミュニティ防災の枠組み 

� 省のコミュニティ防災の枠組みの中に、他村

でコミュニティ防災を実施するためのコミュ

ーン計画を盛り込むこととされた。活動計画

によると、パイロットコミューン内の他村で

5 年以内にコミュニティ防災が実施される。

� 各パイロット村に独自の計画が策定された。

これは意識啓発活動と、洪水発生前・中・後

にすべきことを詳しく記した洪水対策計画に

ついて、住民に良く知ってもらうための広報

活動を行うためのものである。 

� 避難訓練を通して、計画に沿った意識啓発活

動を行う。村により、年に 1度実施される所

と、2 年に 1度実施される所がある。 

 

コミュニティ防災推進マニュアルの作成

コミュニティ防災推進マニュアル作成の際の検討事
項 
� パイロットサイトでのコミュニティ防災活動か

らの経験を反映させる。 

� コミュニティ防災活動に関する既存の政策・法
律 

� 他 JICA プロジェクトの経験 

� コミュニティ防災マニュアルはベトナムでの

災害の内容を反映しており、コミュニティ防災

の段階的な実施方法やコミュニティ防災活動

の推進や継続に必要な条件を記している。 

 
プロジェクトのインパクトを確認するための最終調査 

 
調査の際の検討事項 
� 避難計画の内容 

� プロジェクト内で作成、配布された洪水対策の
ビラの内容 

� 避難訓練の経験 

� 9 つ全てのパイロットサイトにおいて、世帯主

に対する無作為調査を行った。調査は洪水時の

各段階になすべき行動に焦点を当てている。

（洪水発生前に警報が発せられた時、居住地が

浸水した時、洪水が退き、安全地帯から出られ

るようになった時について） 
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CBDRM によるコミュニティハザードマップ ハザードマップの作成 

 

５－２ 第 4 年次の活動と成果 

 4 年次においては、コミュニティ防災担当の専門家のアサイメントは 15 日間であり、そ

の間、以下の活動を行った。 

� 関連機関を訪問し、プロジェクト成果の確認と意見の交換 

� パイロットサイトと C/P 機関のコミュニティ防災への取り組み状況確認 

� ワークショップ、報告会でのプロジェクト成果の報告と司会 

 

 上記のワークショップならびに各所での面談の結果、ベトナム側の本プロジェクトなら

びにコミュニティ防災に対する意見をまとめると以下のとおりである。 

 

a) 本プロジェクトにおける活動は、地域の早期警報・避難の能力向上に役立った 

a.1 洪水ポールは洪水のレベル把握に非常に役立った 

a.2 住民、村、コミューンレベルでの洪水の状況・警報の伝達経路が確立された 

a.3 避難計画が確立された。特に情報の流れおよびその責任者が明確となった 

a.4 計画を策定し、それをもとに実際の避難訓練を実施したことが役立った 

a.5 避難施設の建設は、洪水非難だけではなく、コミュニティハウスとして、また学校の

補完として役立った 

 

b) CBDRMを拡大するためのアイデア 

b.1 パイロットサイト以外の村での CBDRM には、洪水、地すべり、山地、海岸等、対象

と場所に焦点をあわせた活動が必要である 

b.2 CBDRM の方法を利用し、漁民の安全のための活動が必要である 

b.3 対象 Province以外の、Provinceと District にも、本プロジェクトの TOT プログラム

を利用して訓練を実施してゆける 
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c) CBDRM拡大のための問題点 

c.1 自然災害に脆弱なコミュニティがあまりにも多い。プライオリティを付ける必要があ

る。 

c.2 CBDRM ファシリテーターの数が少なすぎる。もっと増やすべきである。 

c.3 現在の CBDRM予算は少なすぎる。CBDRMを実施してゆくためには、予算が必要で

ある。 
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６ 河岸侵食 

６－１ 第 1 年次～第 3 年次の活動と成果要約 

 第 1 年次においては、資料収集・現地踏査・C/P、関連機関との議論等をもとに、低コス

ト・小規模河岸侵食の活動の概要を決定した。パイロット工事に関しては、以下の観点か

ら工法(案)を選定した。 

 

� 技術的側面（シンプルな構造、材料が地元で入手可能、維持管理の容易さ、補修が

コニュニテイの手により可能、他地域への展開性等） 

�  経済的側面（特に低コスト、コミュニテイの生計向上に寄与) 

� 環境社会配慮（親水性、魚へのやさしさ） 

� コニュニテイの参加と熱意、等。 

 

パイロット事業として選定されたサイトと対策工法のコンセプトは、以下のようである。 

（１）Huongn 川 (T.T.省)のパイロット事業 

＜パイロットサイトの位置＞ 

Huong Tho 地区、Huong Tho コミューン、Kim Ngoc村 

（Huong 川上流部：Ta Trac 川の左岸） 

 

＜選定クライテリア＞ 

� 2007 年洪水により延長 300ｍの河岸が侵食し、過去 3 年間の後退幅は 15ｍに及ぶ、

放置すると更に侵食が進行する 

� 洪水流が直接当る水衝部に位置する 

� 侵食河岸沿いにコミュニテイ内の唯一の主要道路が走っており、河岸侵食の進行に

よってこの道路が被害を受ける可能性がある（住民往来のための船着場も併設、児

童は船で対岸の学校へ通学） 

� 120 戸の家屋があり、住民への影響が大きい 

� 現場へのアクセスが良好  

� 工事のうち単純作業となる一部分を住民の自助で参加可能 

� 同地区は毎年洪水氾濫(通常の年で路面上 2ｍの浸水)を受けており、コミュニテイ

防災活動との相乗効果が期待できる。 
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＜対策工法＞ 

対策工法のコンセプト（案）は以下の通りである。 

� 対策の主眼点：侵食された法面（河岸斜面）を主体に、地元で入手可能な石、竹、

芝で防護、修復する。 

� 防護工法は、(1)道路に近い上部法面（斜面）は芝による防護、(2)侵食された法面

は張り石による防護、(3)河岸の基部は竹工沈床（竹枠の中に石を充填）、(4)竹工

沈床の前面河床には竹籠（円筒型 Gabion：竹籠の中に石を充填）からなる。

�  上述の道路に近い上部法面における芝による防護作業は単純であるので、コミュ

ニテイの自助として住民参加で実施を期待。 

以上の対策を平面的なイメージ図としてまとめると図 6-1 に示したとおりとなる。 

Tributary

Stream

Riverbak Protection Works

Existing Bank Protection Works

(stone placing)

Flow direction

Community Road

Residential area of Kim Ngoc Ward (120 households)

Ferry service

Flow direction

(1)

(2)

(1) Slope Protection Works with Bamboo Stone Box (total length : 250m )

(2) Foot Protection Works by Bamboo Stone Gabion or Stone Riprap

 

図 6-1 Kim Ngoc (Huong 川、T.T.Hue 省)における対策工法の概要 

 

（２）Thu Bon 川 (Quang Nam 省)のパイロット事業 

＜パイロットサイトの位置＞    

Duy Thu コミューン、Thanh Xuyen Ward（Thu Bon 川上流部の右岸） 

＜選定クライテリア＞ 

� 2007 年洪水、その後の洪水で 500ｍの区間が侵食（うち 250ｍの河岸が特に損傷)、

放置すると更に侵食が進行する 
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� 背後にコミュニテイの主要道路が走っている、河岸侵食の進行によってこの道路

が被害を受ける可能性がある 

� 250 戸の民家があり、影響を受ける住民が多い 

� 洪水流が直接当る水衝部に位置 

� 現場へのアクセスが良好 

� 同地区は毎年洪水氾濫（通常の年で路面上２-３ｍの浸水)を受けて居り、作業部会

１（防災教育）と作業部会３（コミュニテイ防災活動)を併行して実施可能 

�  当地区では平成２１年２月に、住民の手により侵食防止のための竹杭による水制

工を実施済（後述の現地写真参照、：小規模すぎることから洪水時には流失の怖

れあり：住民リーダーの意見） 

� 工事のうち単純作業となる一部分は住民の自助として参加可能 

� このような河岸サイトが Thu Bon 川ではあちこちに散見されるので、同種工法の

他地域への展開が期待される。 

＜対策工法＞ 

対策工法のコンセプト(案)は以下の通りである。 

� 対策の主眼点：Thu Bon 川は依然として暴れ川であり、侵食された河岸斜面の防

護と言うよりも、洪水流の流れを変えること、河岸前面の流速を減少に重点をお

いた工法とする（結果として土砂の堆積を期待）。 

� 対策は以下の組み合わせにより目的を達成する。（１）洪水流が直接あたる箇所に

流水の方向を河心に導流するための石積の水制(水刎)、（２）侵食された法面の基

部に竹工沈床（竹枠の中に石を充填）、（３）竹工沈床の前面河床に竹杭水制（５

基）、（４）竹杭水制の前面に円形の竹籠ギャビオン、（５）侵食斜面の整正と

芝付けあるいは他の植物による被覆。 

� 上述（５）侵食斜面の整正と芝付けあるいは他の植物による被覆作業はシンプルな

作業であることから、コミュニテイの自助として住民参加による実施を期待。 

以上の対策を平面的なイメージ図としてまとめると下図 6-2 に示したとおりとなる。 
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……. ………. ………. …..

………. …. ………

……….

  ……….

        …

....

Sand bar

Sand bar

Flow direction

Natural ? stone groin

(existing)

Bamboo groin (existing)

(sand bar length by spur dyke : 50 m in
Eroded slope

Flow direction

Community roadResidential area of Thanh Xuen Ward (250 households)

Rock

(existing)Rock

(existing)

(1) Stone Groin (total length : 20m )

(2) Bamboo Stone  Box(1m wide*1m long* 1m deep)

(3) Bamboo Groin (18m long* 5 sets with 50m internal)

(4) Bamboo Stone Gabion (1.5 m diameter

　　　 * 1m high)

(5) Slope Protection (leveling and sodding, site

　　　　works mainly by community people)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

 

図 6-2  Thanh Xuyen (Thu Bon 川 Quang Nam 省）における対策工法の概要 

 

 第 2 年次においては、パイロット工事の設計、工事が行われ、Kim Ngoc サイトは 2010

年 9 月 18 日 に引き渡し（Commune へ移管)、Thanh Xuyen サイトは 2010 年 10 月 2 日

に引き渡しが行われた（District へ移管）。 

 以下、写真にパイロットサイトの状況を示す。 

 

KiｍNgoc 河岸侵食パイロットプロジェクトサイト 
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Tanh Xuen 河岸侵食パイロットプロジェクトサイト 

 

 第 3 年次においては、完成したパイロット工事のモニタリングを継続するほか、前年に

引き続き、河岸侵食ガイドラインの策定、パイロット事業の評価が行われた。 

 パイロット事業の評価の結果では、結論として、本パイロット事業は以下の 3 つの目的

を十分に達成したものと言える。 

a) コミュニテイの要望に応えられる小規模・低コスト対策としての適用性  

    (材料調達の容易さ、技術的に簡単、予算的な安さ) 

b) 住民参加による共助、自助努力に応じた地域の防災能力の向上 
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c) パイロットサイト内外への同種事業展開のための教訓の取得 

 

 また、河岸侵食ガイドラインは、MARD関係各部署との調整を経て、最終版が作成され、

近々に正式承認の見込みである。このガイドラインは、別冊として別途提出した。 

 

６－２ 第 4 年次の活動と成果 

１）河岸侵食パイロット工事の状況把握 

 パイロット事業として建設した２ヶ所の護岸施設もほぼ 2 年近くが経過しようとしてい

る。完成施設に対するモニタリングは地元コミュテイにより実施されている。1 月 6 日と 9

日にカウンターパートとともに現地視察を行い、併せて住民にインタビューを行った。 

 現地での目視によれば、両カ所とも護岸施設として十分に機能しているとともに、環境

面でも斜面緑地の提供に加え、生息空間の新たな創造など周辺環境の向上にも貢献してい

る。住民へのインタビューでもこれといった問題はなく、河岸施設として十分その目的を

達成している、とのことであった。以下に現場状況を示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下流側からの全体状況         上流側からの全体状況 

Kim Ngoc における現場状況 
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  下流側からの全体状況             安定度を増した斜面部分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    石積み水制の現状 (as of Aug.2011) 

Thanh Xuyen における現場状況 

 

 Thanh Xuyenでは問題は特にないが、写真に見られるように、石積み水制の先端部の数

個の石が先の洪水で流失している。今後の洪水に対し、水制ヘッド部の更なる強化を図る

ために、捨石による補強を DARD に加え地元コミュニティに要請した。さらに緑の芝で覆

われた斜面とその平場 (berm) のうち、最近において部分的に平場が農地化されており、

野菜畑として利用されている(従来からの斜面部分の農地所有者による)。このような行為は

洪水時の斜面崩壊の一因となるので、住民間で十分話し合って規制されるよう、地元コミ

ュニテイに強く申し入れた。 

 

２）関連ドナーへの説明会と最終ワークショップ 

 本プロジェクトの目的、活動、得られた成果に関し、ハノイにおける関連ドナーへの説

明会と T.T.Hue 省、ダナンにおける最終のワークショップを、MARDと JICAチームの共

催で実施した。 

 最終ワークショップにおける河岸侵食分科会での主なコメントを要約すると以下のとお
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りである。 

 

� 低予算、小規模河岸侵食対策はベトナムにとって非常に重要である。本パイロットプ

ロジェクトのパイロット事業、ガイドラインは非常に有用であり、今後、JICA によ

る援助の継続を強くお願いしたい。 

� ガイドラインは近々に MARD により承認される予定であり、それを使用した構造物

対策が実施されてゆくことが期待される。 

� ガイドラインの中では、低予算、小規模河岸侵食対策が非常に具体的に述べられてお

り、コミュニティレベルでの実施が可能である。 

� 低予算、小規模河岸侵食対策の更なる実施には、コミュニティレベルでの協力が不可

欠であり、本ワークショップ参加者による指導が望まれる。 

� しかし、大河川では今回プロジェクトで採用したような方法をとることはできない。 

� 河川の構造物対策は、その川の特性を十分に知り、変更してゆくことが必要である。

しかし、ガイドラインに示された基本的なコンセプト（川の流れをコントロールし、

弱くすることと、流速・雨・地下水から斜面を保護する）は同じである。 

� こうした低予算、小規模河岸侵食を実施するためには、住民がすべての段階（準備か

ら工事後のオペレーションまで）、特に工事の期間とモニタリング（メインテナンス）

に参加することが重要である。 

 

６－３ 河岸侵食対策展開の留意点 

 本プロジェクトでは CBDRM 活動の一環として小規模・低コストに焦点を当てた河

岸侵食対策パイロット事業を実施した。この事業を通じて得た経験、教訓をもとに、コ

ミュニテイレベルにおける侵食対策として、安全・安心な社会づくりを目指したガイド

ラインを策定した。このガイドラインはパイロット事業成果の更なる発現のために、

MARD の新しい河岸侵食対策基準の Reference として活用されることとなっている。 

 作成された河岸侵食対策ガイドラインは、１）現地材料を使用する小規模・低コスト

対策、２）工事への住民参加によるコミュニテイの防災対応能力の向上（自助、共助）、

３）更なる同種工事の全国展開の３点を目的に作成されている。また、ガイドラインで

示した役割分担・予算確保（制度的枠組み）は、今後の全国展開に向けて MARD によ

り法令あるいは規則として定められる予定にある。 

 今後の課題は、更なる小規模対策の展開を図る上での資金と体制である。ガイドライ

ンにおいては、この資金と体制は PPC (PCFSC との協働) の指導の下に下記の枠組み

で管理されることとなっている。 

� 調査・設計：PPC、PCFSC の管理・指示のもと Commune あるいは District 

� 調査・設計・工事費：国家予算法に従って PPC により割り当て 

� 工事実施：コミュニテイ住民を雇用する前提とした工事業者 
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� 施工管理：PCFSC の指導の下に Ward あるいは Commune 

� 完成施設：Commune に Ownership を移管 

� モニター・維持管理・補修：PPC と PCFSC の予算・技術支援のもとに Ward が

実施 

 

 ガイドライン策定に際しては、資金をはじめどのような形で事業化するのかの仕組み

づくりと役割分担の明確化が問われ、プロジェクトを実施する中で、数多くの議論がな

された。こうした関係者、コミュニテイとの議論を受け、共助、自助努力を高める観点

から、ガイドラインでは、上記のようなコミュニテイ参加を主体にした仕組みと役割分

担を明示したものである。 

 パイロット事業では行政、住民、コントラクター（現地事情を熟知した地元小規模業

者）が一体となり、工事進捗は順調に進行した。2 か所のパイロット事業を通じ、この

ような対策実施のための仕組み、役割分担が大方容認され、標準化できたと考えられる。  

 その後のワークショップでは、省によっては行政サイドに新しいセクションを準備す

べきといった意見もあったが、ガイドラインとして上記仕組み、役割分担の枠組みを採

用したものである（省の事情により、仕組みと役割分担を修正することは、妨げるもの

ではない）。今後、この体制のもと、MARD および PPC の指導のもとに、小規模河岸

侵食対策が進展してゆくことを期待したい。 

 また、CBDRM の一環としての河岸侵食対策のメインプレイヤーはコミュニテイにあ

る。そのため、素人である住民が主導できるように、展開のし易さと継続性を高める必

要がある。ガイドラインにも記載したように、小規模・低コスト対策を各所に展開し、

継続性を高めるためには以下の３要素が重要であることを再度強調しておきたい。 

 

a) Technical capability：工事が易しく、補修も簡単（シンプルで柔軟な構造） 

b) Material availability：石、竹、芝など材料の入手が容易（サイト周辺で調達可）

b) Financial reasonability：安い初期投資額と補修費 

 

 さらに、上記に加え、基本的に重要なことは工事図面に示された施設を忠実に再現す

るための施工監理となることも付け加えておきたい。 
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第 7 章 プロジェクトの成果 

 プロジェクトの活動内容・成果等については、前章までに活動分野ごとに記載したが、

ここでは PDM に沿って、プロジェクトの全体的な成果を記載する。 

 

７－１ 地方政府の防災能力向上 

１）大規模ワークショップ開催による MARDおよび地方防災関係者の能力向上 

 本プロジェクト実施期間中に計 7 回の大規模ワークショップが実施され計 710 名の参加

者があった。ワークショップのテーマは、本プロジェクトで実施した活動である「統合洪

水管理計画」「コミュニティ防災」「河岸侵食」などが主体であり、参加者は、対象 3 省の

C/Pをはじめとするベトナム中部地方防災関係者である。 

 ワークショップの参加者へのアンケートでは、5 段階評価で「非常によかった」「良かっ

た」との回答が 70％以上を占め、大きく評価された。 

 こうした大規模ワークショップは、1～2 年次には日本側主体で実施したものの、3～4 年

次には、プロジェクトを通じて養成されたベトナム側講師（主として C/P）も、発表、説明

に主体的に加わった。今後は 3 省の C/P 機関が独自に自分たちの省において研修を実施す

ることが期待されると共に、将来的には、ワークショップ参加者等がこれらのノウハウを

他のベトナム中部地域に対して展開していく上での素地を築いたと考えられる。 

 

２）各種テーマのセミナーによる地方防災関係者の能力向上 

 本プロジェクト実施期間中には、気候変動、警報・避難、コミュニティ防災、洪水管理

計画、GPS 活用、河岸侵食、ハザードマップ、大規模災害対応、地震・津波、地域防災計

画、ダム管理など、テーマごとのセミナーが開催された。セミナーへの参加者は C/P をは

じめとする対象 3 省の防災関係者であり、参加人数は数名から十数名、セミナーの日数は

0.5 日から 2 日である。セミナーのテーマは、ベトナム側からの要望に加え、能力向上のた

めに必要と日本側が判断した項目を選択した。 

 地方防災関係者にとっては、これまでは防災に関するセミナー受講の機会は非常に少な

く、今回のセミナーはいずれも好評であった。また、プロジェクト終了時のアンケートに

よっても、自然災害全般に関する能力が「大いに改良した」「改良した」とする回答が 100%

を占めており、地方防災関係者の能力向上に大きく役立ったものと考えられる。 

 

３） 洪水シミュレーション、GIS技術の向上 

 洪水シミュレーション・GIS に関しては、マニュアルが整備され、C/P に対して連続した

トレーニングが実施された。その結果、C/P の能力は、彼ら独自でモデルを作成し、シミュ

レーションを実施し、GIS上で表現できる段階にまで達した。 
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４） オンザジョブトレーニング、個別訓練による、C/P の防災能力全般の向上 

 上記以外にも、プロジェクト期間中は、様々な技術（自然災害全般、防災計画、コミュ

ニティ防災、河岸侵食、気象・水文、土砂災害等）が、オンザジョブトレーニング・個別

訓練として JICA 専門家から技術移転された。プロジェクト終了時のアンケートの結果でも、

プロジェクトによって防災能力は「大きく改良した」「改良した」との回答が 100%を占め

ており、C/P の防災能力全体は大きく向上したものと考えられる。 

 

５）洪水、河岸侵食、土砂災害のハザードマップ作成能力向上 

 プロジェクト期間中は、上記、各種技術移転と並行し、JICA 専門家と C/P が協力して

T.T.Hue 省、Quang Nam 省の、洪水、河岸侵食、土砂災害のハザードマップを作成した。

この過程の中で、ハザードマップ作成の技術移転が実施され、C/P独自で一定水準のハザー

ドマップが作成できるようになった。 

 

６）本邦研修の実施によるプロジェクト成果の具体的な定着 

 本プロジェクトにおいては、３回の本邦研修が実施され、C/Pおよび地方の防災責任者が

参加した。研修内容は、治水の歴史、河川侵食防止工、総合洪水管理、統合ダム管理、コ

ミュニティ防災、津波・地震など、本プロジェクトの内容と密接に関係したものである。

参加者のプロジェクトへの対応、質問、提案は、研修後には具体的・積極的なものに変化

したことが多く、講義だけではなく、実際の現場をみることにより、プロジェクト成果の

より具体的な定着が図られたものと考えられる。 

 

７）洪水痕跡プレート設置による地方政府職員、住民の能力・意識向上 

 JICA 専門家の技術支援のもと、T.T.Hue 省および Quang Nam 省において、約 1,000カ

所の洪水痕跡プレートが設置された。このプレート設置の過程で、洪水位を記録すること

の重要性、手法等が両省の防災関係者、住民に理解された。今後、大きな洪水の発生時に

は、類似のプレートがベトナム側によって設置されてゆく予定である。 

 

８）統合洪水管理計画策定能力の向上 

 T.T.Hue 省においては、省内防災関係機関との協同で、インパクトアセスメントなどの工

学的な背景をもとに、統合洪水管理計画が策定された。この計画は T.T.Hue 省 PPC におい

て承認され、公式な洪水防災計画として利用されている。また、Quang Nam 省においては

洪水シミュレーションに基づく洪水管理計画が提案された。 

 これらのことにより、防災関係者全体に洪水管理計画策定における工学的な背景の重要

性が理解されるとともに、管理計画策定の基礎能力が向上した。 
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７－２ コミュニティ防災に関する能力向上 

１）CBDRM ファシリテーターの養成 

 パイロットプロジェクト実施に際しては、C/Pおよび雇用スタッフをファシリテーターと

して養成した。また、CBDRM トレーニングとして、座学、現地研修を行い、CBDRM に

携われる人材を育成した。その結果、コミュニティ防災の基礎知識を習得した人材は 10 名

であり、そのうち５名については、独自に CBDRM をコーディネート、ファシリテートで

きるようになった。 

 

２）コミュニティレベルの災害対応計画策定能力向上 

 9か所のパイロットサイトにおいて、CBDRM活動が実施され、すべてのサイトでコミュ

ニティレベルの災害対応計画が策定された。この結果、C/Pと対象コミューンでの災害対応

能力が大きく向上した。ここで策定された計画は各省でコミュニティの災害対応計画の見

本として使用される予定であり、コミュニティレベルでの災害対応計画策定能力と計画の

質の向上が期待される。 

 

３）CBDRM マニュアルの策定による能力向上 

 今回パイロットプロジェクト活動をもとに、C/P と協力して CBDRM マニュアルが策定

された。このマニュアルは、実例が豊富であり実際的であると評価されており、MARD に

より、全国の CBDRM活動のリファレンスとして使用される予定である。 

 マニュアル作成に携わることによる C/P の能力向上とともに、こうした実例が豊富なマ

ニュアルが配布されることによる、全国的な CBDRM に関する能力向上が期待できる。 

 

４） 警報・避難に対する工学的な考え方の導入 

 パイロットプロジェクトの実施に際して、経験だけに頼らない工学的な警報・避難の考

え方が導入された。しかし、2 年次以降においては、大規模な水害が発生しなかったため、

量水板の設置と考え方の導入だけにとどまり、実際の避難基準設定には生かせなかった。

今後、地元住民、C/P によって水位観測が継続される予定であり、この観測データをもとに、

基準等が検討・改定されてゆくことが期待される。 

 

７－３ 河岸侵食対策に関する能力向上 

１）パイロットプロジェクトを通じた小規模、低コスト河岸侵食対策能力の向上 

 ベトナムおよび日本の河岸侵食対策工法をミックスした工法によるパイロットプロジェ

クトが 2 か所において実施された。この対策工事は、２度の雨季を経て、護岸前面への土

砂堆積が認められる等、十分な効果が確認された。 

 パイロットプロジェクトの実施を通じて、C/P の能力向上が図られ、独自に類似の小規

模・低コスト対策が実施できるようになった。 
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 T.T.Hue 省においては、すでにベトナム側独自予算によって、この手法を用いた河岸侵食

対策が計画されている。また、同じく T.T.Hue 省における河岸侵食を対象とした JICA緊

急災害復旧支援においても、本プロジェクトの工法に基づく河岸侵食対策が実施された。 

 

２）低コスト、小規模河岸侵食ガイドラインの策定による能力向上 

 パイロットプロジェクトの実施をもとに、低コスト、小規模河岸侵食対策ガイドライン

が策定された。これはMARD に承認され、公式なガイドラインとして利用される予定であ

る。このマニュアルなどを利用したトレーニングも、MARD を初めとする防災関係者に実

施しており、今回対象の 3 省だけではなく、ベトナム国全体における低コスト、小規模河

岸侵食に対する能力も大きく向上したものと考えられる。 

 

７－４ 中央政府から地方政府への支援 

１）3 研修コースの設立による地方政府支援 

 本プロジェクトにおいては「河岸侵食」「コミュニティ防災」「防災計画（含洪水シミュ

レーション）」の３つのコースが設立され、研修資料の整備、講師の養成が行われた。その

結果、MARD 主催による２回の大規模ワークショップ開催、4 回の個別セミナー開催によ

り、ベトナム側主体による能力向上支援の体制が整えられた。 
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８ プロジェクト実施運営上の問題点、工夫、教訓、提言 

８－１ プロジェクト実施上の問題点、工夫、教訓 

 プロジェクト実施に際しては、数々の問題点が発生し、その都度、ベトナム側、日本側

双方の努力と工夫によって解決、業務を遂行した。主な業務実施上の問題点、工夫、教訓

をまとめると以下のとおりである。 

 

１）案件形成段階で各省の体制、能力の違いを把握しておく必要性  

 今回、主な活動が行われた 2 省では、T.T,Hue 省が海外からの援助プロジェクトの経験も

あり、人的な体制も充実しているのに比べ、Quang Nam 省では、海外からの援助プロジェ

クトの経験が少なく、かつ人的な体制も T.T.Hue 省に比べると脆弱であり、当初想定して

いたような、同じレベルでの技術移転は困難であることが判明した。 

 このため、プロジェクトの活動を継続する中で、C/P の体制、能力、希望、日常業務の繁

忙度を常時把握し、技術移転の内容を各省の状況にそった形で実施、また教材等は各省ご

とに準備する等、工夫を凝らすことで困難を克服した。 

 複数の地域にまたがったプロジェクトの場合、同じ行政機関とはいえ、体制、能力が大

きく異なることがある。案件形成段階でその違いを把握し、レベルに応じたプログラムを

作成することが必要である。 

 

２）案件形成段階での JICA 事業の十分な説明と実施段階でのC/Pを巻き込む工夫の必要性 

 プロジェクト開始当初、C/P には JICA技術援助プロジェクトに対する理解がなく、JICA

専門家と C/P が協力してプロジェクトを実施するという認識はなかっ。そのため、プロジ

ェクト開始当初、ベトナム側は活動に対して終始受身的な姿勢であった。これを解消し、

ベトナム側のオーナーシップの発揮を目指して、繰り返し JICA技術援助プロジェクトの説

明、C/Pを巻き込む積極的な活動（外部への発表資料を共同で作成する、発表の場ではベト

ナム側に発表を行ってもらう、ワーキンググループ間の議論をベトナム側主体でやっても

らう等）を行った。その結果、2 年次後半以降は徐々にベトナム側の主体性が発揮されるよ

うになり、3 年次以降はベトナム側から独自の提案が出されるまでになった。 

 通常、海外ドナーによるプロジェクトでは、ベトナム側 C/P は資料を提供し、コンサル

タントが実施する成果を受け取るだけのことが多い。このため、C/Pは実際の作業に加わる

ケースは少なく、共働を前提とする JICA技術協力プロジェクトは特殊な協力形態となって

いる。案件形成段階で JICA 事業の特殊性を十分に説明すると同時に、実施段階で C/P を

巻き込む形での活動が必要である。 

 

３）案件形成時におけるニーズ確認の重要性と状況に応じた柔軟な対応の必要性 

 プロジェクトを実施してゆく中で、本プロジェクトに対するベトナム側の具体的な希望
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が徐々に明らかとなり、また技術移転が必要な分野も明確となった。例えば、組織・制度

に関する援助は、世銀他のドナーが実施している部分もあるため、比較的ニーズは少なく、

それよりもシミュレーション、GIS、河岸侵食対策などの具体的な技術移転にニーズのある

ことがわかった。このため、プロジェクト実施に際しては、技術移転の比重に強弱をつけ

て実施するとともに、必要な分野に関しては、専門家のアサインメントを変更しつつ対応

した。 

 案件形成時において、JICA 事業の特性を説明しつつ、先方のニーズを十分に把握するこ

とが重要であると同時に、プロジェクト実施中も先方のニーズによって柔軟にプログラム

を変更してゆくことが重要である。 

 

４）案件形成時における予算措置確認の重要性 

 プロジェクト開始から約 1.5 年の間は、MARD の大規模な組織変更が実施され、本プロ

ジェクトの担当者も頻繁に交代する状況で、プロジェクトの承認自体も大幅に遅延した。

こうした中で、MARD に対しては担当部署・担当者の明確化、プロジェクトの早期承認を

強く要望するとともに、地方省での具体的な技術移転の活動に関してはプロジェクト承認

を待つことなく進展させた。また、プロジェクト承認の遅れによるベトナム側予算の不足

に対しては、ベトナム側に努力を要請しつつ、日本側も協力し、活動に支障が及ばないよ

うにした。 

 その結果、１年次～2年次前半においては、C/Pの活動に支障がでたこともあったものの、

2 年次後半以降においては、一部以外では予算も確保され、MARD の調整能力発揮、予算

確保もなされたことから、プロジェクトは順調に進行した。 

 ベトナムにおいては、プロジェクト承認と予算措置が常に問題になっていることから、

案件形成時における十分な確認が特に重要である。 

 

５）長期専門家とコンサルタント専門家の柔軟な協力の必要性 

 本プロジェクトは、長期専門家が T.T.Hue 省に常駐し、コンサルタント専門家と協力し

つつプロジェクトが実施された。このため、プロジェクトの成功のためには、両専門家の

密接な協力が不可欠であった。本プロジェクトにおいては「両専門家各自の得意分野を生

かし、それぞれの役割分担を明確にしつつも、協力できる部分については、この役割分担

にとらわれることなく柔軟に協力しあう」という方針のもとに業務を遂行した。 

 その結果、長期専門家の得意とするダム管理、組織・制度、日本における知見、そして

コンサルタント専門家の得意とする実務、設計、解析の分野をお互いカバーしあえたこと、

コンサルタント専門家が不在となる時期を長期専門家がカバーできたこと等、両専門家の

利点を生かして活動が行われた。長期専門家の人格・能力に負うところが大きかったもの

の、両専門家が協力してプロジェクトを実施することによる相乗効果は大きかったと考え

られる。 
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 長期専門家とコンサルタントが協力してプロジェクトを実施する場合、相乗効果を発揮

するためには、お互いの得意分野をもとに担当・責任範囲を明確にしつつ、しかし、それ

にとらわれることなく、柔軟に協力しあうという姿勢が重要であると考えられる。 

 

８－２ プロジェクト上位目標達成にむけての提言 

１）今回対象中部 3 省の防災能力をより高めるための提言 

 ここまでに記載したように、本プロジェクトは大きな成果をあげ、ベトナム側からも大

きな評価を得ている。特に、エンジニアリングを背景とした具体的な技術移転、専門家と

C/Pが協力して実施する能力開発は、他ドナーにはないものとして賞賛されており、プロジ

ェクトの継続が強く望まれている。  

 ここまでに記したように、本プロジェクトは当初目標を達成し、成功裏に終了した。し

かし、プロジェクトの上位目標である「中部ベトナムにおける水災害に対する防災能力強

化」を達成し、プロジェクト成果をより充実・深化させるためには、本プロジェクト対象

の中部３省において、さらに以下の活動が必要であると考えられる。 

 

（１）今回対象となっていなかったダム管理分野への技術移転 

 本プロジェクトにおいては、洪水時のダム管理については、一部でセミナー等は実施し

たものの、本格的な技術移転は実施していない。しかし、ベトナムにおいては、洪水時の

工学的なダム管理は殆ど実施されておらず、その知見も極めて少ない。 

 現在、中部 3 省においては多くのダムが建造されており、今後、洪水時のダム管理の必

要性は大きくなってゆくことが必至である。また、近年のベトナム中部における洪水にお

いては「ダムの放流が洪水を助長した」との意見もある。ベトナムにおける洪水に対する

防災能力向上のためには、ダム管理分野の能力向上を図る必要がある。 

 

（２）雨量・河川水位観測の充実による、より科学的・工学的な洪水管理、コミュニティ

防災の実施 

 ベトナムにおいても、最終的な避難の判断は各村ごとに行われている。しかし、避難決

断のための判断は、定性的・経験的なものだけに頼っており、定量的な雨量や河川水位な

どの科学的・工学的な判断は殆どなされていない。「コミュニティの防災能力向上」のため

にはこうした科学的・工学的な判断が不可欠であり、本プロジェクトにおいては、量水板

の設置と地元民の水位測定による避難基準の作成を試みた。しかし、２年次以降は量水板

に達するような大きな洪水は発生せず、この結果を利用した避難基準作成等までには至っ

ていない。 

 現在、地元および C/P によって、この試みは継続されており、この測定データ、雨量デ

ータをもとに科学的・工学的に避難基準等を策定してゆく必要がある。 
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（３）Quang Ngai 省における河岸侵食技術移転 

 本プロジェクトでは、Quang Ngai 省においては、コミュニティ防災の活動だけが実施さ

れた。しかし、Quang Ngai 省からは、他省と同じレベルの技術支援、特に河岸侵食に関す

る技術移転を、プロジェクト期間中、常に強く望まれてきた。 

 Quang Ngai 省においては、Aus Aid の支援等により、コミュニティ防災や洪水シミュレ

ーションについての技術レベルは一定の段階に達している。しかし、河川工学の技術、特

に Quang Ngai 省においても大きな問題となっている河岸侵食の技術は、他省と同じレベ

ルにとどまっているため、河岸侵食の技術移転により、能力向上を図る必要がある。 

 

（４）洪水シミュレーション、GISをより活用するための追加訓練 

 洪水シミュレーション、GIS に関してはベトナム側のニーズが強く、追加の専門家アサ

イン等により技術移転を行ってきた。その結果、C/P の能力は、彼ら独自でモデルを作成し、

シミュレーションを実施できる段階にまで達している。 

 しかし、そうしたシミュレーションや GIS を自在に使いこなし、条件を変えて様々なケ

ースの計算を行うことや、GIS 上で様々な結果を自由に表現するまでには至っていない。

防災計画の立案、PPC への説明等には、こうしたシミュレーションやGISを自在に操作し、

様々な条件のもとでの予測結果を計算・表現することが必須となっており、更なる訓練に

よって、シミュレーション・GISをより自在に使いこなすための能力向上が必要である。 

 

（５） コミュニティ防災における対象の拡大 

 本プロジェクトにおいては、コミュニティ防災活動は、あくまで省～村に至る行政レベ

ルを対象として実施された。そのため、学校、病院の防災については、関係者が一部参加

したり、小セミナー等が行われたものの、防災に関する活動は、殆ど実施されていない。

しかし、コミュニティでの防災を考えた場合、学校と病院はひとつの核であり、防災活動

は必須である。 

 まず、学校においては、生徒と教師への教育が必要である。生徒への防災教育は、本人

の防災知識向上だけではなく、子供たちがコミュニティの防災の柱となることができる。

学校で得られた防災知識は、T-C-Pとよばれるアプローチで、彼らの親と共有することがで

きる。また、学校は教師と生徒の防災コミュニティと考えられる。そのため、教師と生徒

に防災知識と事前の計画があれば、警報から洪水が発生するまでの時間が短くても、学校

において災害に対して正しく対処することができ、これが地域での見本となることができ

る。 

 また、通常、病院は CBDRM の対象からはずれていることが多いが、実際には洪水時に

おいても、もっとも重要で災害から防御すべき施設である。また防御すべきは、施設だけ

ではなく、病院のスタッフも防御されなければならない。病院をひとつのコミュニティと

考え、入院中の患者が短期の住民、病院のスタッフが長期の住民と考え、防災対策を確立
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してゆく必要があろう。 

 

（６）津波に関する技術移転の実施 

 ベトナム中部は、マニラトレンチの地震で発生する津波が懸念されている。しかし、ベ

トナムにおいては、津波の知識・経験は行政にも住民にもまったく蓄積されておらず、た

だ不安だけが高まっている状況である。本プロジェクトにおいては、津波に関しては、い

くつかのセミナー等で講演しただけにとどまったが、ベトナム側からの津波に関する技術

移転の要望は強い。今後、津波に関する正しい知識を普及し、省レベルから地方レベルま

で津波対策を立案できるための技術移転が必要となる。 

 

２）ベトナム中部地域およびベトナム全土の防災能力を高めるための提言 

 本プロジェクトにおいては、対象 3 省以外の中部各省は、セミナー等への参加を通じて

能力向上が図られたものの、実践的な能力向上に関しては実施が十分ではない。 

 中部ベトナム各省は、今回対象省と自然条件は類似しており、今回プロジェクトの手法・

成果をそのまま活用できる地域である。本プロジェクトの上位目標である「中部ベトナム

の水災害に対する防災能力向上」を推進するためには、対象 3 省 C/Pおよび MARD スタッ

フが講師となって、今回移転された技術を広めてゆくことが必要である。 

 技術を中部ベトナムに広げてゆく際には、いわゆる机上の知識だけではなく、実践的な

技術を広めてゆくことが重要である。その場合、分野によっては JICA 等のドナーによる技

術援助が必要になることが考えられる。今後、中部ベトナムにおける防災分野能力開発の

プロジェクトが実施される場合、その実効性を高めるためには、以下の事項に注意する必

要があろう。 

 

（１）今回評価を受けた「プラクティカルで実際に役立つ技術移転」であること 

  ここまでに記載したように、今回ベトナム側から一番評価されたのは、移転された技

術がプラクティカルで実際に役立つものであったことである。そのため、今後、中部他

各省でプロジェクトが実施される場合も、このことを念頭におき「河岸侵食防止の技術」

「シミュレーション、GIS の技術」「CBDRM 実施の技術」「インパクトアセスメントを

ベースにした洪水管理計画策定の技術」等、具体的な技術移転を念頭においたプロジェ

クトが実施されることが望ましい。 

 

（２）プロジェクト開始前から、JICA技術協力の趣旨（専門家と C/P の共同作業であるこ

と）を十分に理解すること 

  当初、今回プロジェクトで大きく支障があったのは「JICA プロジェクトの趣旨が理解

されていない」という点である。事前調査などにおいて説明することは当然であるが、

今回は近隣にすでに JICA プロジェクトを経験した省があることから、本プロジェクトの
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C/Pが積極的に説明することを考慮すべきと考える。 

 

（３）他ドナーの活動との協調をより強力に進めること 

 今回プロジェクトにおいては、他ドナーへの PR、意思疎通が不足していたことは否なめ

ない事実である。しかし、中部対象省での活動がメインであると、どうしてもハノイにお

ける活動がおろそかになることは避けられない。そのため、プロジェクト開始当初より、

ハノイにおいて定期的なドナー協調の場を設定（例えば、定期的な報告会の開催等）する

ことが望ましい。 

 

（４）各省ごとの自然・人文条件を理解すること 

 類似しているとはいえ、自然・人文条件は場所ごとに異なる。例えば、河川の状況は大

きく異なり、同じ対策が有効とは限らず、また先述のように C/P の能力・体制は各省ごと

に大きく異なる。そのため、プロジェクト開始時には、表面的な調査だけではなく、時間

をかけて十分な調査と地域に応じた対策を検討することが必要である。 

 

（５）今回育成した C/Pおよび民間の技術者を活用すること 

 今回、プロジェクトにおいては、特に「コミュニティ防災」「河岸侵食」「シミュレーシ

ョン・GIS」の技術者が対象３省において養成された。ベトナムにおいては、言葉の壁もあ

り、ベトナム人同士による技術移転のほうがスムーズに実施できることが多い。中部他各

省でのプロジェクト実施に際しては、ドナーによる専門家が核となりつつ、今回プロジェ

クトで養成された技術者を活用してゆくことが大きなポイントとなろう。 
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収 集 資 料 リ ス ト 
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Book Pamphlet Paper Map etc. Electrical

4
Enhanceing community resilience and livelihood security to cope with natural
disasters in centaral vietnam

Hue university
Kyoto Univedrsity

X E, J

5 Centre for management and mitigation of natural disaster (CMMNFD) AusAID X V,E

6 Child - led disaster risk reduction : a practical guide Save the Children X E

7 United Nations - JICA, List of documents - X E

8
Evaluation workshop on : "Enhancemednt community resilience and livelihood
security to cope with natural disasters in central vietnam"

Hue university
Kyoto Univedrsity

X E

9
Participatory construction of traditional community house in mountainous
village of central vietnam

Hue university
Kyoto Univedrsity

X V,E

10 Participatory rural development for sustainable livlihoods in central Vietnam Sansai Gakurin X E

11
Working together to reduce disaster risks in Vietnam
National progress report on the implementation of the Hyogo Framework for
action in 2008

United nations E

12 Safety Kit for Fissherman Quang Ngai X X V

14 Kick off workshop, 09/07/2009 JICA Expet Team X E

15 Climate Change Adaptation Survey (Quang nam) East meets West X X E

16 CBDRM Workshop Document JANI X X E

17 World Bank Disater Management Plan Workshop World Bank X X E

18 IDRM Document World Bank X X E

19 Tsunami Hazard, Risk and Preparedness for Viet Nam IGP X X E

20 National Starategy Progress Report World Bank X X E

21
Action Plan Framework for Adaptation and Mitigation of Climate Change of
the Agriculture and Rural Development Sector Period 2008-2020

MARD X X E

22 Provincial Disaster Management Plan (Quang Nam) Qnm PPC X V

23 Provincial Disaster Management Plan (T.T.Hue) TT Hue PPC X V

24 Handbook on storm & flood control and disaster mitigation
Central  steering
committee on
storm&flood control

X V

25 Newsletter on natural disaster mitigation

Central committee
for flood&storm
control standing
office

x E

26 Early warning for typhoon for fishing people at sea, (training material for TOT) UNDP x V

27 CBDRM guiding material ADPC x V

29 Guidance on disaster prevention for primary school pupil
Vietnam Red - Cross
Association

x V

30
Guiding material for execution of program on disaster prevention for primary
school pupil

Department of
Education & Traning
of Quang Ngai

x V

31 Indigenous knowledge for Disaster Risk Reduction UN/ISDR Asia Pacific x E

32
Reducing urban risk in Asia                                                   Status Report
and Inventory of initiatives

Kyoto University x E

Appendix 2 Collected Material List

Form
No. Name of the Material

Lang

uage
Organization
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33 Indigenous knowledge for Disaster Risk Reduction              Policy Note Kyoto University x E

35
COMMUNITY AWARENESS STRENGTHENING AND COMMUNITY BASED
DISASTER RISK MANAGEMENT
(CBDRM)” ACTION PLAN

MARD x x E

36 Flood Modeling and Early Warning Capacity Development
Pacific Disaster
Center

x x E

37 Claimate Change Adaptation Survey (Quang Nam) East meets West x x E

38
Integrated Disaster Risk
Management Planning Manual

TANDRM Project x x E

39
Flood Modeling and Early Warning Capacity Development, Stakeholder
Workshop

Pacific Disaster
Center

x E

40 Pacific Disaster Center
Pacific Disaster
Center

x E

42 Dicision, Project Community awareness raising and CBDRM MARD x E

43 Natural Disaster Risk Management Project, CBDRM Instruction Sheet MARD x V

44 Papar of World Bank Workshop on May 22, Hanoi MARD x E

45 Material : Workshop at Vung Tay,  April 19, 2010, MARD x V

46 Material : Workshop at Vung Tay,  May 13, 2010 MARD x V

47 Reacing the Unreachable （届けよう！移動式防災教室） Sheed x J

48 Material of Three Project Meeting in Danang (Sep.17, 2010)   - x

52
Kick Off Project Ceremony " Integrated approaches to the vulnerable to
cope with natural disasters in central Vietnam"

Kyoto University x

53
The JICA study on Integrated Development Strategy for Danang City and its
Neighboring Area

JICA x

54

Language  E: English, J : Japanese, V : vietnamese
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The Project for Building Disaster Resilient Societies In Central Region in Vietnam 

Questionnaire for the Effect of JICA DRSC Project 

 

We JICA project team hope to know whether this project improved capacity and knowledge in 

disaster management field. Please give us your honest opinion and suggestion to us. 

 

Your Name and Position :                                            

Organization:                                                      

Province :                                                         

District and Commune :                                              

Date of Answer:                                                    

 

1. Was the engineering knowledge, capacity improved by this project? 

1) Knowledge/capacity of River bank protection 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

2) Knowledge/capacity of Community Disaster Management 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

3) Knowledge/capacity of Flood simulation 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

4) Knowledge/capacity of disaster management planning 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

5) Knowledge of general natural disaster  

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 
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6) Knowledge/capacity of hazard map 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

2. Was the institutional capacity and structural measures improved by this project? 

1) Warning capacity 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

2) People evacuation 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

3) Public awareness 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

4) Capacity of institutional organization 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

5) Capacity of planning for disaster response 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

5) Structural measures (evacuation house, river bank protection) 

a) Drastically improved   b) Improved   c) Slightly improved  

d) No change   e) Worsened   f) Not known 

 

3. Please tell us your suggestion, opinion for this project freely 
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ニュースレター（No.1 - No.6） 
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